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序

常陸大宮市は茨城県の北西部に位置し、北側は栃木県那珂川町と茨城県大子町に、西側

は栃木県茂木町と同那須烏山市に、南側を城里町と那珂市に、東側を常陸太田市にそれぞ

れ接しています。市の総面積は348。 38厨であり、その6割を森林が占めています。

市域の東側には、鮎の釣り場で有名な清流久慈川が流れ、西南側にわが国で最初に鮭の

人工放流を行つた那珂川が流れています。さらに中央部は、久慈川の支流玉川と那珂川の

支流緒川が流れ、市域は発達した肥沃な河岸段丘と丘陵上に概ね位置しています。西北部

には、八溝山地の一つ鷲子山塊があり、全体的には北部が高く、南部ほど低くなる傾向を

示しています。

このように豊かな自然に恵まれた常陸大宮市には、旧石器時代から中 。近世に至る多く

の遺跡が存在しており、なかでも旧石器時代の山方遺跡、翡翠製大珠が多数出土した縄文

時代の坪井上遺跡、人面土器が検出された小野天神前遺跡・泉坂下遺跡など、全国的にも

著名な遺跡も多く存在しております。

今回は中山間地域総合整備事業に伴い、御前山地区の岡原遺跡の一部が開発されること

になりました。そのため、開発事業に先駆けて埋蔵文化財の発掘調査を行い、記録保存を

図りました。

その結果、遺跡内からは、縄文時代早期の竪穴住居 1軒を初めとして、奈良・平安時代

の住居が多数検出され、集落を形成してきたことが判明しました。さらには、中世の地下

式坑や近世の上坑墓等様々な遺構が検出され、遺構からは多くの上器・石器 。鉄器などが

出土しました。

これらの貴重な資料は、ふるさとの文化を知る重要な文化遺産であり大切に保存され、

文化財保存保護の精神向上や郷上の文化を培う上で郷土資料として役立てていただければ

幸いであります。

郷土の歴史を知り、後世に伝えていくことは、現代を生きる私たちの責務であるものと

考えます。

最後になりましたが、今回の調査にあたり文化財保護の立場からご指導いただきました

茨城県教育庁文化課、水戸教育事務所の関係者、ならびに茨城県北農林事務所、常陸大宮

市役所農林課、地権者の皆様に心から篤く感謝申し上げ、序といたします。

平成23年 3月

茨城県常陸大宮市教育委員会



例   言

1 本書は、茨城県常陸大宮市門井 79番地の 1ほかに所在する岡原遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は、中山間地域総合整備事業に伴う事前調査として行つたもので、常陸大宮市教育委員会の指導のも

と、常陸大宮市から委託を受けた株式会社ノガミが実施した。発掘調査面積は 7,752∬である。

3 発掘及び整理調査期間は下記のとおりである。

発 掘 調 査  平成22年 10月 18日 ～平成23年 1月 7日

整 理 調 査  平成23年 1月 9日 ～平成23年 3月 22日

4 発掘調査は、常陸大宮市教育委員会が主体となり、下記の体制で実施した。

調 査 指 導  後藤俊―・鴨志田篤二 (常陸大宮市教育委員会 )

主任調査員  湯原勝美 (株式会社ノガミ)

調 査 員  秋山泰利 (株式会社ノガミ)

5 整理及び報告書作成に係る作業は、常陸大宮市教育委員会の指導・監督のもとに、湯原勝美と秋山泰利が

担当した。なお、出土遺物の整理・執筆については秋山が中心となって行つた。

6 本書の執筆は、湯原勝美、秋山泰利、後藤俊一があたり、編集は湯原が担当した。執筆分担は下記のとお

りである。

第 1章 l…後藤、第 1章 2…湯原、第 2章…湯原、第 3章 1・ 2-湯原、第 3章 3…湯原・秋山、

第 4章…湯原・秋山

7 墨書土器の判読については、国立歴史民俗博物館の平川 南・武井紀子氏にご教示いただいた。また、朱

墨書土器 (朱墨部)の蛍光 X線分析については同館の永島正春氏にご協力いただいた。

8 出土遺物及び記録類は、常陸大宮市教育委員会において保管している。

9 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大なるご教示・ご協力をいただいた。厚く御礼申

し上げる。 (敬称略、五十音順 )

川崎純徳 後藤一成 小林昌二 土生朗治 横倉要次

茨城県教育委員会 茨城県県北農林事務所 一般社団法人常陸大宮市シルバー人材センター



例

1 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北 (平面直角座標Ⅸ系、原点方位の北)を示す。

2 調査区には、公共座標にもとに10m方 眼のグリッドを設定した。北西隅を基点 (平面直角座標Ⅸ系

X=63440、 Y=44730)に、東西方向は西から算用数字を付し、南北方向は北からアルファベットを付し

凡

３

　

４

て「Al」 のように組み合わせてグリッド名とした。

本書では、現地調査時に付した遺構番号をそのまま遺構名称として使用した。

遺構番号は、種別ごとに通し番号とした。使用した遺構種別の略称は下記のとおりである。

SI…竪穴住居、SB・中掘立柱建物、FP・…屋外炉、SE・…井戸、

SK…土坑・地下式坑 j粘土貼り土坑・土坑墓札SX…竪穴状遺構、SD…溝

上層と上器の色判定には『新版 標準土色帖』〔小ナII・ 竹原2002)を使用した。

遺物実測図のうち土器の口縁残存率が8/36以下のものは中心線と左右の図を離して図化した。

遺物観察表に記載した計測値のうち、推定値には []、 残存値には ()を付して示した。

土器の胎土中混入物については、長石を「長」、石英を「石」、雲母を「雲」、海面骨針を「骨」、小礫を

「礫」、赤掲色粒子を「赤」、黒色粒子を「黒」と略記し、特に多いものについては「多」と表記した。ま

た、粒径2mm以上のものを小礫として区別した。

遺物写真の縮尺は遺物実測図とほぽ同じであるが、それ以外のものについては遺物番号の後ろに括弧で縮

尺を示した。

9 遺構・遺物実測図にドットやスクリーントーン等を使用したが、その内容は以下のとおりである。

饉構翔 剛
∞

触

4

5

6

7

ロ  カ
マド構築材、粘土賠付範囲

鰯  火床部、焼土

出土遺物

【遺物実測図】
_ 須恵器断面、墨書

朱墨書

黒色土器

目
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第 1章 査 経 緯

1 調査に至る経緯

本発掘調査は、中山間地域総合整備事業に伴う事前調査である。

平成21年 5月 18日 に茨城県県北農林事務所部門長 川久保 隆から常陸大宮市教育委員会に埋蔵文化財の

所在の有無の照会が提出された。それに基づき、市教育委員会は同年 10月 28日 ～30日 、11月 2日 ～ 4日 に

事業予定地内に試掘調査を実施した。調査はトレンチ方式で行い、試掘の結果は竪穴住居跡・ピット・溝状遺

構・土器片等が検出され、古代の集落が所在することが判明した。

平成22年 1月 17日 、茨城県教育委員会との協議により、本調査を実施することとなり、その後入札によ

り、株式会社ノガミに調査依頼を行う。

平成22年 9月 17日 、常陸大宮市教育委員会・常陸大宮市 '株式会社ノガミは三者協議を行い、確認調査の

結果に基づき平成22年 10月 18日 から平成23年 1月 7日 まで本調査を実施した。

調査の経過 (日 誌抄 )

本遺跡の発掘調査は、平成22年 10月 18日 から平成23年 1月 7日 の約2.5か月間にわたって実施した。調査

に先立ち、常陸大宮市教育委員会と茨城県県北農林事務所との協議の結果、調査区を南北に分けて南側から調

査を行うことになった。調査区の南側は、先行して12月 21日 にすべての作業を終了した。

10月  6日 、発掘調査の準備を開始する。 7日、ユニットハウス・仮設 トイレの設置、駐車場の鉄板敷き

など作業環境の整備を行う。 18日 、重機 (バックホウ)を使用して南側から表土除去を開始する。22日 、人

力による遺構検出作業を開始する。25日 、公共座標の取 り付け。25日 、調査区南側の表土除去を終了。調査

区南側の中央から南東端にかけては谷状の地下地形を呈しており、遺構確認面までの深さは 2～ 3mで あっ

た。引き続き、北側の表土除去を行う。

11月  8日 、調査区南側から遺構調査を開始する。調査区南側の中央付近から中世の地下式坑と見られる

大型の遺構を複数検出した。 11日、表土除去を終了する。

12鳳  1日 、調査区北側の遺構調査を開始する。 5日 、調査区南側の空撮。 10日 、調査区南側について発

掘調査の終了確認を得る。 13日 から調査区南側の埋戻しを開始し、21日 に終了する。 15日 、土層観察用の試

掘坑 (TP01～ 03)を 重機で掘削する。基本層序の実測を終了し、調査区南側の調査をすべて終了する。21

日、常陸大宮市の市長・副市長、市議会議長による遺跡視察。23日 、地元関係者を対象に現地説明会を開

催。約60名 が来跡する。24日 、常陸大宮市の文化財審議委員による遺跡視察。24日 、遺構の掘 り下げを終

了。27日 、調査区北側の空撮。遺構実測を終了。遺構調査を終了する。28日 、調査区北側について発掘調査

の終了確認を得る。年内の作業を終了する。

1帰  5日 、年明けの作業を再開する。土層観察用の試掘坑 (TP04～ 06)を 重機で掘削する。 6日 、基本

層序の実測終了。器材等後片付け。 12日 、ユニットハウスなどの撤収を開始し、14日 に終了する。 5日 から

調査区北側の埋戻しを開始し、 7日 に終了する。 7日 、常陸大宮市教育委員会と茨城県県北農林事務所が立ち

会い、現地で終了確認を行う。現地調査をすべて終了する。

調



第 2章 位置と環境

1 地理的環境

岡原遺跡は、茨城県常陸大宮市門井79番地の 1ほかに所在する。

常陸大宮市は、茨城県の北西部に位置し、西側は栃木県との県境に接している。市の東部には久慈川が、市

の南西部には那珂川が流れる。市街地は市の南東部にあり、点在する集落付近を除き、それ以外の地域は主に

山林となっている。

本遺跡は、那珂川の支流である緒川の右岸河岸段丘上に立地する。遺跡の東側には緒川が蛇行しながら南流

し、約2.6km下流で那珂川に合流している。遺跡が立地する段丘面は、西側 (山側)を 除く三方が段丘崖とな

り、緒川が流れる東側に向かつて舌状に張り出した地形となっている。同段丘面は、西側から南東側に向かつ

てわずかに傾斜しているが、現況ではほぼ平坦な地形を呈する。同段丘面の標高は62～ 67mで、東側の段丘

崖下の段丘面との比高は約13mである。

2 歴史的環境

ここでは、本遺跡に関連する縄文時代、奈良・平安時代、中世を中心に市内の遺跡を概観する。

縄文時代の遺跡は、早・前・晩期の遺跡は少なく、中・後期の比較的規模の大きな遺跡の分布が目立つ。久

慈川右岸の坪井上遺跡、宮中遺跡、那珂川左岸の小野天神前遺跡 (56)、 西塙遺跡 (28)、 高ノ倉遺跡などが

代表的な遺跡で、中でも小野天神前遺跡は早・中～晩期と長期にわたつて営まれており、弥生時代中期前半ま

で継続した県内でも有数の遺跡である。坪井上遺跡では、中期の竪京住居19軒、土坑75基が確認されており、

特筆すべき遺物として硬玉製大珠 8点が出土している。西塙遺跡では、中期の竪穴住居 1軒、有段竪穴建物 4

軒、土坑152基が確認され、大型のフラスコ型土坑から火炎土器が 1点出土しており注目される。また、本遺

跡からもメノウを素材とした石器がいくつか出土しているが、養老年間ころの成立といわれる『常陸風土記』

久慈郡の条には、久慈川の支流である玉川からメノウが産したことがすでに記されている。

奈良 。平安時代の遺跡は多いが、このうち文字資料が得られている主な遺跡には次のようなものがある。久

慈川の右岸にある鷹巣遺跡では、 8世紀から10世紀にかけての竪穴住居32軒、掘立柱建物 2棟が確認されて

おり、「禁弘」。「高倉」。「西□」などの墨書土器が出土している。また、同遺跡の台地斜面部には約10基の瓦

窯からなる鷹巣瓦窯跡群の存在が確認されている。久慈川の支流である玉川右岸にある小中遺跡では、 9世紀

から10世紀にかけての竪穴住居24軒 が確認されており、「丈」。「曹」。「郷」・「千万」。「六万」。「万合」など

の墨書土器、「丈」の字の烙印などが出土している。那珂川の左岸にある小野中道遺跡 (57)か らは、「丈永

私印」と陽刻された銅印や、「□□里丈部里」と箆書きされた平瓦などが出土している。同じく源氏平遺跡 (

59)では、 8世紀から 9世紀にかけての竪穴住居17軒が確認されている。「□鳥取文功」。「鳥部嶋」と箆書

きされた平瓦や、「土垣倉」と墨書された高台付郭の中から「解」の文字が記された漆紙文書などが出土して

おり、丈部氏に関連した集落であると考えられている。

中世では、那珂川とその支流である緒川の流域に、那賀遺跡 (10)、 川崎城跡 (12)、 川野辺城跡 (野口城

跡)(35)、 新京寺 (野口平)城址 (40)、 高ノ倉城跡 (61)、 要害城跡 (78)な どの城館跡が点在する。
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第 1図  岡原遺跡の位置と周辺の遺跡
(国土地理院『常陸大宮』1,50,000(平 成 15年 4月 発行)に加筆)



表 1 周辺の遺跡一覧表
番

号
遺跡名 種  類

旧

　

石

縄
　
文

弥

生

古
　
墳

奈

　

平

中

　

世

近

　

世

番

　

号
遺跡名 種  類

旧

　

石

縄
　
文

弥

生

古
　
墳

奈

　

平

中

　

世

近

世

1 岡原遺跡 集落跡 ○ ○ ○ 中島遺跡 集落跡 ○ ○

2 片セ田追跡 包蔵地 ○ 八幡遺跡 集落跡 ○

3 下平道添遺跡 集落跡 ○ 八幡塚 塚 (時期不明)

4 森前遺跡 集落跡 ○ ○ 三美の蓄銭 備蓄銭 ○

5 清水遺跡 集落跡 ○ 赤岩遺跡 集落跡 ○ ○ ○ ○

6 萩崎遺跡 集落跡 ○ ○ 三美中道違跡 集落跡 ○ ○ ○ ○

7 井戸上遺跡 集落跡 ○ ○ ○ 滝ノ上遺跡 集落跡 ○ ○

8 包塚古墳 古 墳 ○ 中崎遺跡 集落跡 ○ O

9 陣向梶向遺跡 包蔵地 ○ 三美根岸遺跡 集落跡 ○ ○

那賀遺跡 城館跡 ○ 泉沢B遺跡 集落跡 ○

川崎遺跡 包蔵地 ○ ○ 泉沢C遺跡 集落跡 ○

川崎城跡 城館跡 ○ 泉沢A遺跡 集落跡 ○

堂ノ入遺跡 包蔵地 ○ ○ ―の沢塚群 塚 群 ○

4 国長平遺跡 包蔵地 ○ 前山瓦窯跡 瓦窯跡 ○

金井大平遺跡 集落跡 ○ ○ 小野天神前追跡 集落跡 ○ ○ ○

大倉山遺跡 集落跡 〇 ○ 小野中道遺跡 集落跡 ○ ○ ○ ○

7 大倉遺跡 集落跡 ○ ○ ○ 居合遺跡 集落跡 ○

割増遺跡 集落跡 ○ ○ 源氏平遺跡 集落跡 ○ ○

9 割増の板碑 その他 ○ 源氏平塚群 塚 群 ○

細内西ノ内遺跡 集落跡 ○ O 高 ノ倉城跡 軌館跡 ○ ○ ○ ○

細内東遺跡 包蔵地 ○ 町営牧場内遺跡 集落跡 ○

津波西遺跡 集落跡 ○ ○ 西原遺跡 集落跡 ○ ○ ○

津波東遺跡 集落跡 ○ ○ 地殿神社遺跡 集落跡 ○ ○ ○

上川原遺跡 集落跡 ○ 仲ノ内遺跡 集落跡 ○ ○ ○ ○

高塚塚 塚 (時期不明) 東野仲坪遺跡 集落跡 ○ ○

若宮遺跡 集落跡 ○ ○ 待合遺跡 集落跡 ○ ○

若宮戸遺跡 集落跡 ○ ○ 上小屋遺跡 集落跡 ○ ○

西塙遺跡 集落跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 細内遺跡 集落跡 ○ ○ ○

上宿遺跡 集落跡 O ○ 堀の内遺跡 集落跡 〇

内古屋遺跡 集落跡 ○ ○ ○ 束原遺跡 集落跡 ○ ○

内原遺跡 集落跡 ○ ○ ○ ○ 中平遺跡 集落跡 ○ ○

時死館址 (郷校) その他 ○ 葛野追跡 包蔵地 ○

館遺跡 集落跡 ○ 古御所遺跡 集落跡 ○ ○

御城遺跡 集落跡 ○ 大栗遺跡 集落跡 ○

川野辺城跡 (野口城跡 ) 集落跡 ○ ○ 下伊勢畑細内遺跡 集落跡 ○ ○

矢口遺跡 集落跡 ○ ○ 滝坂遺跡 集落跡 ○ ○

京銭内古墳 古  墳 ○ 要害城跡 城館跡 ○

山根遺跡 集落跡 ○ ○ ○ ○ 大信前遺跡 集落跡 ○ ○

榎内古墳 古  墳 ○ 川畑遺跡 集落跡 ○ ○

新京寺 (野口平)城址 城館跡 ○ 大信遺跡 集落跡 ○ ○

成井遺跡 包蔵地 ○ 西原遺跡 集落跡 ○ ○

※〔常陸大宮市教育委員会2008〕 に基づいて作成。

〔引用・参考文献】

井上義安 1987 『常陸鷹巣遺跡一第 2次発掘調査報告―』大宮町教育委員会・鷹巣遺跡発掘調査会
小川和博 ,大渕淳志 2009 『西塙遺跡発掘調査報告書』 常陸大宮市・常陸大宮市教育委員会・有限会社日考研茨城
大宮町史編さん委員会 1977 『大宮町史』 大宮町史編さん委員会
大宮町歴史民俗資料館編 1995 『町村合併40周 年記念特別展 大宮の考古遺物―那珂・久慈の清流にはぐくまれた大宮町の先史・古代―』

大宮町教育委員会

御前山村郷土誌編纂委員会 1990 『御前山村郷土誌』御前山村郷土誌編纂委員会
千種重樹 1999 『常陸大宮坪井上遺跡』坪井上遺跡発掘調査会 ,大宮町教育委員会
外山泰久 1985 『常陸源氏平―那賀郡阿波郷丈部里比定地に於ける集落跡の調査 (遺構・遺物)―』刃疇珂郡大宮町教育委員会 ,水戸北部中核

工業団地内埋蔵文化財発掘調査会

常陸大宮市教育委員会 2008 『茨城県常陸大宮市埋蔵文化財分布地図』常陸大宮市教育委員



第 3章 調査の成果

l 遺跡の概要

本遺跡は、茨城県常陸大宮市門井79番地の 1ほかに所在し、那珂川の支流である緒川の右岸河岸段丘上に

立地している。遺跡が立地する段丘面は、三方が段丘崖となっており、緒川の流れる東側に向かつて舌状に張

り出した地形となつている。段丘面の標高は62～ 67mである。調査は、門井地区の中山間地域総合整備事業

に伴い、農道や排水路などの建設予定地7,752∬ について本調査を実施した。

調査の結果、本遺跡からは断続的ながら縄文時代早期から近世に至る遺構 と遺物を検出した。検出した遺構

は、縄文時代の竪穴住居 1軒、土坑 1基、屋外炉 1基、奈良・平安時代の竪穴住居 12軒、掘立柱建物 1棟、

中世の地下式坑12基、近世の上坑墓7基、時期不明の井戸1基、粘土貼 り土坑 1基、土坑 10基、竪穴状遺構 3

基、溝 8条である。

遺物は、収納コンテナ (内寸 :336× 545× 200mm)で 12箱ほど出土している。
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第2図 調査区設定図



2 基本層序

本遺跡は、那珂川の支流である緒川の右岸河岸段丘上に立地している。遺跡の東側には緒川が蛇行しながら

南流し、約2.6km下流で那珂川に合流している。遺跡が立地する段丘面は、西側 (山側 )を 除く三方が段丘崖

となり、緒川が流れる東側に向かつて舌状に張 り出した地形となつている。同段丘面は、西側から南東側に向

かってわずかに傾斜しているが、現況ではほぼ平坦な地形を呈している。標高は62～ 67mである。

基本層序は、調査区内に土層観察用の試掘坑を 6箇所 (TP01～ 06)設定して観察と記録を行つた。試掘坑

の位置と土層柱状図は第 4～ 6図 に示したとおりである。

表土層と黒色土層を除去するとテフラ層の上面となり、各時代の遺構はすべてこの面で検出した。地表面上

ではほぼ平坦な地形に見えるが、テフラ層の上面では台地の中央から南東端にかけて谷状を呈する地下地形が

確認できる。テフラ層は地形の起伏にかかわらずほぼ一定の層序と層厚で堆積が見られることから、この地下

地形はテフラ層が堆積する以前に形成されたものであることがわかる。

関東平野北東部におけるテフラ層の層序は、上位から田原ローム層・宝木ローム層・宝積寺ローム層・戸祭

ローム層に区分されているが、当地域では層序区分が判然としないため 〔金井ほか1998〕 、ここではテフラ

層の区分として、最上位の七本桜軽石層 。今市軽石層を除き、大まかに鹿沼軽石層より上位 (上部ローム層 )

と下位 (下部ローム層)と に区分するにとどめた。

【基本層序〕

表土層は、黒褐色を呈する畑耕作土である。

黒色土層は、調査区のほぼ全域で表土層直下に確認できる。本層がもつとも顕著なのは、調査区の南東端、

谷状を呈する地下地形の谷口にあたる場所 (U19・ V19区 )で、約 3mの厚さで堆積 している。本層の成因

については判然としないが、旧表土が二次堆積 したものである可能性が考え

られる。本層の堆積により地下地形の起伏が均され、現況のほぼ平坦な地表

地形が形成されている。

七本桜軽石層 。今市軽石層は、テフラ層の最上部、黒色土層の直下に見ら

れる特徴的な軽石層である。七本桜軽石層は黄白色の軽石粒から、今市軽石

層はやや発泡のよい赤褐色の軽石粒からなる。TP02で は七本桜軽石層と今市

軽石層がそれぞれ層として識別できるが、TP01・ 04～ 06で は両者が混じり

合つて一つの層を成している。

上部ローム層は、明褐色から褐色を呈する。下半部はやや粘土化が進み、

暗色がかっている。

鹿沼軽石層は、黄色の軽石粒からなる。純層である。粒径は約3mm、 層厚

は30cm前後である。

下部ローム層は、層厚 lm前後で、やや暗色がかった褐色を呈する。上部

ローム層に比べて粘土化が進んでおり、よく締まる。

課層は、径 5～ 40mmほ どの円礫からなり、礫間には下部ロームが入り込

んでいる。TP02・ 03で しか確認 していないが、地下地形の基盤層を形成し

ている段丘礫層と考えられる。

第 3図 基本層序図 (S≒ 1:40)
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表土層。畑耕作土。

粘性中。やや締まる。

黒色土とロームの漸移層。黄白色軽石粒 φl～5mm少量
赤褐色軽石粒 φl～5mm微量を含む。粘性中。締まる。
七本桜 今市軽石層に相当する。
ローム層。粘性中。締まる。
ローム層。粘性中。締まる。4層よりやや暗い色調を呈する。
7層と同じ鹿沼軽石層であるがやや黒ずむ。7層上面が

表土化したものと思われる。粘性中。よく締まる。

鹿沼軽石層。純層。粒径3mm前後。粘性弱。よく締まる。
ローム層。粘性強。よく締まる。

第4図 土層観察用試掘坑の位置図

明褐色土 (7 5YR5/6)
褐色土 (7 5YR4/6)

IIB色上 (7 5YR4/6)

黄色土(25Y8/6)
褐色土 (7 5YR4/4)

100m

赤褐色軽石粒 φl～5mm多量を含む。粘性中。締まる。
七本桜 今市軽石層に相当する。
コーム層。粘性中。締まる。
ローム層。粘性中。締まる。5・ 6層 は、4層よりやや暗い色調を

呈する。
ローム層。黄色軽石粒 φl～3mmを少量含む。粘性中。
締まる。

鹿沼軽石層。純層。粒径3mm前後。粘性弱。よく締まる。
ローム層。粘性強。よく締まる。

表土層。畑耕作土。

粘性中。やや締まる。

黒色土とロームの漸移層。黄白色軽石粒 φl～5mm少量、
赤褐色軽石粒 φl～5mm少量を合む。粘性中。締まる。
七本桜 今市軽石層に相当する。
ローム層。粘性中。締まる。
ローム層。粘性中。締まる。56層は、4層よりやや暗い色調を
呈する。
ローム層。黄色軽石粒 φl～3mmを少量合む。粘性中。
締まる。

鹿沼軽石層。純層。粒径3mm前後。粘性弱。よく締まる。
ローム層。粘性強。よく締まる。

園
0                (1:2,000)

TP01
1 黒褐色土 (10YR2/2)
2 黒色土 (10YR1 7/1)
3 黒褐色土 (10YR2/2)

明褐色土 (7 5YR5/6)
褐色土 (7 5YR4/6)
褐灰色土 (7 5YR4/1)

黄色土 (25Y8/6)
褐色土 (7 5YR4/4)

黒掲色土 (10YR2/2)
黒色土 (10YR1 7/1)
黒褐色土 (10YR2/2)

明赤褐色土 (5YR5/8)

明褐色土 (7 5YR5/6)
褐色土 (7 5YR4/6)
礫

TP03
1 黒褐色土 (10YR2/2)
2 明褐色土 (7 5YR5/6)
3 褐色土 (7 5YR4/6)
4 褐色土 (7 5YR4/6)

5 黄色土(25Y8/6)
6 明褐色土 (7 5YR5/6)
7 褐色土 (7 5YR4/6)
8礫

TP04
1 黒褐色土 (10YR2/2)
2 黒色土 (10YR1 7/1)
3 黒褐色土 (10YR2/2)

表土層。畑耕作土。

粘性中。やや締まる。

黒色土とロームの漸移層。黄白色軽石粒 φl～ 5mmを
少量含む。粘性中。締まる。七本桜軽石層に相当する。
ローム層。赤褐色軽石粒 φl～5mmを多量に合む。
粘性弱。締まる。今市軽石層に相当する。
ローム層。粘性中。締まる。
ローム層。円礫 φ5～40mmを少量合む。粘性強。締まる。
礫層。円礫 ゆ5～40mm。 礫間には6層のロームが堆積する。

表土層。畑耕作土。
ローム層。粘性中。締まる。
ローム層。粘性中。締まる。2層よりやや暗い色調を呈する。
3層 と同質のローム層。黄色軽石粒 φl～3mmを少量含む。
粘性中。締まる。

鹿沼軽石層。純層。粒径3mm前後。粘性弱。よく締まる。
ローム層。粘性中。締まる。
ローム層。円礫 φ5～40mmを少量含む。粘性強。締まる。
礫層。円礫 φ5～40mm。 礫間には7層のロームが堆積する。

表土層。畑耕作土。

粘性中。やや締まる。

黒色土とロームの漸移層。黄白色軽石粒 φl～5mm少量、

TP06
1 黒褐色土(10YR2/2)表 土層。畑耕作土。
2 黒色土(10YR1 7/1)粘性中。やや締まる。
3 黒褐色土(10YR2/2)黒 色土とロームの漸移層。黄白色軽石粒 φl～5mm少量

赤褐色軽石粒 φl～5mm少量を合む。粘性中。締まる。
七本桜 今市軽石層に相当する。
ローム層。粘性中。締まる。
ローム層。粘性中。締まる。5・ 6層 は、4層よりやや暗い色調を
呈する。
ローム層。黄色軽石粒 φl～3mmを少量含む。粘隆中。
締まる。

鹿沼軽石層。純層。粒径3mm前後。粘性弱。よく締まる。
ローム層。円礫 φ20～30mmを少量含む。粘性強。
よく締まる。

黒褐色上 (10YR2/2)
黒色土 (10YR1 7/1)
黒褐色土 (10YR2/2)

明褐色土 (7 5YR5/6)
褐色土(7 5YR4/6)

褐色土(7 5YR4/6)

黄色土(25Y3/6)
褐色土 (7 5YR4/4)

明褐色土 (7 5YR5/6)
褐色土(7 5YR4/6)

褐色土 (7 5YR4/6)

黄色土(25Y8/6)
褐色土(7 5YR4/4)

第5図 土層柱状図 (1)
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3 遺構と遺物

本遺跡からは、断続的ながら縄文時代早期から近世に至るまでの遺構と遺物を検出した。以下、それぞれの

時代ごとに報告する。

A 縄文時代

竪穴住居 1軒、土坑 1基、屋外炉 1基を検出した。縄文時代の遺構と遺物は、調査区北東側に偏在する傾向

が見られる。

1)竪穴住居

S107(第 8図、PL2・ 24)

調査区北側の G20区に位置する。平面形は円形を呈し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、長径 4.30m、

短径 4.25m、 壁高 0.10mである。竪穴の内外を精査したが柱穴は検出できなかった。

遺物は、深鉢 (1～ 13)と石器 (14～ 15)が出土している。遺物の大半は覆土中からの出土であるが、こ

のうち 12は床面直上から出土している。

1～ 13は深鉢である。 1・ 2は日縁部片で、日縁部は緩く外反する。 1は 日縁部文様帯に細沈線による鋸

歯状文が施される。日唇部の断面は角頭状を塁する。 2は太沈線が縦位から斜位に粗く施文される。 3～ 11

は胴部片である。 3は太沈線が縦位から斜位に粗く施文される。 4は大沈線が縦位と横位に施文される。 5は

太沈線が斜位に粗く施文される。 6は太沈線が横位に施文される。 7～ 9は細沈線と貝殻腹縁文が施文される

ものである。10は太沈線間に刺突文が施される。内面には丁寧なミガキが施され、焼成は堅緻である。 11は

半裁竹管状工具による刺突文が施文される。 12・ 13は尖底である。先端は鋭角に尖る。細沈線が横位から斜

位に施文される。14～ 16は石器である。14・ 15は石鏃である。いずれも未製品で、石材は珪質頁岩であ

る。16は敲石である。両側縁と下端の一部に敲打によるrlJ離が見られる。石材はホルンフェルスである。ほ

かに剥片など 17点が出土している。

出土遺物から、早期中葉の田戸下層式期の竪穴住居と考えられる。

2)土 坑

SK28(第 9図、 PL2 ・24)

調査区北側の C12・ D12区 に位置する。平面形は円形で、断面形は弧状となる。規模は、長径 1.50m、 短

径 1.42m、 深さ 0.30mで ある。

遺物は、覆土中から深鉢の胴部片が 6点 (1)出土している。 1は外面に単節 LRの縄文が縦方向に施文さ

れる。

3)屋 外 炉

FP01(第 9図、PL2)

調査区北側の H18区 に位置する。平面形は円形である。規模は、長径 0.38m、 短径 0,35mで 、遺構の掘

り込みはない。地山が被熱して円形に焼土化した箇所を検出したもので、遺構検出面から深さ 5cmく らいまで
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表 2 S107出土遺物観察表

番号 種  別 器  糎
計測値 (cm)

調整 文様等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置 備  考
口径 器高 底径

1 縄文土器 深  鉢 日縁都文様帯は細沈線による鋸歯状文。 にぶい黄褐 長 石 日縁 覆 土

縄文土器 深  鉢 太沈線文。 灰黄褐 長 石 雲 日縁 覆土

3 縄文土器 深  鉢 太沈線文。 明黄褐 長 石 雲 覆 土

縄文土器 深  鉢 太沈線文。 明黄褐 長 石 雲 礫 覆土

縄文土器 深  鉢 太沈線文。 にぶい黄橙 長 石 覆 土

縄文土器 深  鉢 太沈線文。 灰黄褐 長 石 礫 胴 覆土

7 縄文土器 深  鉢 細沈線文、貝殻腹縁文。 にぶい黄橙 長 石 胴 覆土

縄文土器 深  鉢 細沈線文、貝殻腹縁文。 にぶい褐 長 石 雲 胴 覆 土

縄文土器 深  鉢 細沈線文、貝殻腹縁文。 灰黄褐 長 石 骨 礫 覆 土

10 縄文土器 深  鉢 太沈線文、刺突文。 にぶい褐 長 石 覆 土

11 縄文土器 深  鉢 半載竹管状工具による刺突文。 にぶい黄褐 長 石 礫 胴 覆 土

縄文土器 深  鉢 細沈線文。 橙 長 石 雲 尖底 床面

縄文土器 深  鉢 細沈線文。 にぶい黄褐 長 石 雲 尖底 覆 土

番号 種 月J 器  種
計測値 (cm、 g)

成形等の特徴 石  材 出上位置 備  考
長 さ 幅 厚 さ

石  器 石 鏃 未成品。 珪質頁岩 覆 土

石  器 石 鏃 未成品。 珪質頁岩 覆 土

石  器 敲  石 ホルンフェルス 覆 土

表 3 SK28出 土遺物観察表

番号 種 別 器  種
計測値 (cm)

調整 文様等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置 備  考
日径 器高 底径

I 縄文土器 深  鉢 単節螂 文。 灰黄褐 長 石 雲 覆土

表4 遺構外出土遺物観察表

番号 種 】」 器  種
計測値 (cm)

調整 文様等の特徴 色  調 胎  土 残存都位 出上位置 備  考
日径 器 高 底径

1 縄文土器 深  鉢 日縁部無文帯、横位沈線文、羽状縄文。 にぶい黄褐 長 石 日縁 覆土 SK15

縄文土器 深  鉢 細沈線文、刺突文。 にぶい黄橙 長 石 日縁 覆土

3 縄文土器 深  鎌 細沈線文。 にぶい黄橙 長 石 赤 日縁 表採

縄文土器 深  鉢 細 太沈線文。 にぶい黄橙 長 石 覆土

5 縄文上器 深  鉢 太沈線文、刺突文。 にぶい黄褐 長 石 表採 G20区

縄文土器 深  鉢 縄文、横位沈線文、貼付文。 灰黄褐 長 石 雲 回縁 覆土 S106

7 縄文土器 深  鉢 縄文、曲線状の沈線文、剰突文。 にぶい黄橙 長 石 雲 覆 土

番号 種 男」 器 種
計測値 (cm、 質)

成形等の特徴 石  材 出上位置 備  考
長 さ 幅 厚 さ 重量

石  器 石  鏃 凹基式。 珪質買岩 表採

石  器 象」 片 47 珪質頁岩 表採

0 石  器 剣  片 1527 メノウ 表採 試掘 6T

1 石  器 打製石斧 2259 未製品 . ホルンフェルス 表採 D12区

石  器 凹  石 2581 砂岩 表採

石  器 凹  石 砂 岩 表採 試掘 13T

被熱による地山の焼土化が確認できる。

出土遺物がなく帰属時期は不明であるが、縄文時代の遺構と遺物が集中する調査区北東側に位置しているこ

とから縄文時代の屋外炉である可能性が考えられる。

4)遺構外出土遺物 (第 10図、PL24)

遺構外から出上した縄文時代の遺物は多くはないが、早期から前期にかけての遺物が出土している。

1～ 8は深鉢である。 1は撚糸文系土器の日縁部片である。平縁となるもので、日縁部文様帯は無文とし、

横位沈線で区画したのち胴部は縦位羽状に節の荒い縄文を施文する。縄文の圧痕は浅い。早期前葉の花輪台式

と思われる。 2～ 5は沈線文系土器である。 2・ 3は 口縁部片である。回縁部は緩く外反し、回唇部の断面は

角頭状を呈する。 2は日唇部直下に斜位の短い細沈線、その下を複数条からなる横位の細沈線で区画し、沈線

間に梯子状となる短い細沈線が施された斜位の細沈線文が施される。3は 口縁部に横位の細沈線文が施される。

4・ 5は胴部片である。 4は縦位に太沈線、横位に細沈線が施される。 5は縦位と横位にそれぞれ平行する太



沈線文が施され、沈線間の一部には刺突文が施される。いずれも早期中葉の田戸下層式と思われる。 6は口縁

部片である。日縁部はやや肥厚し、日唇部の断面は丸頭状を呈する。地文に単節縄文を施し、日縁部には沈線

が1条巡つている。沈線上には 2個一組となる小豆状の貼付文が加飾される。 7は胴部片である。地文に単節

縄文を施し、平行する沈線によって曲線的な文様を描出したのち沈線間に刺突を施す。 6。 7は文様要素や胎

土から前期後半に比定される。 8～ 13は石器である。 8は凹基式の石鏃である。石材は珪質頁岩である。 9

は二次加工痕と微細景J離痕を有する承J片である。石材は珪質頁岩である。 10はメノウ製の劉片である。石器

背面側 (正面側)に縦長景J片 を連続的に景J離 した痕跡を残している。 11は打製石斧の未製品と思われる。石

材はホルンフエルスである。 12・ 131よ 凹石である。石材はいずれも砂岩で、表・裏面に凹みがある。また、

側縁部には浅い敲打痕が見られるが、あまり強い加撃は行われていないようである。

B 奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構は、竪穴住居12軒、掘立柱建物 1棟を検出した。

1)竪 穴住居

S101(第 11・ 12図、 PL3・ 25)

調査区南側の018区 に位置し、北側はさらに調査区外へ延びる。S103を切 り、SK27に 切られる。平面形

は横長の長方形を呈し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、長軸4.60m以上、短軸4.10m、 壁高010mで、

主軸方位はN-74°  一Eを 示す。カマ ドは東壁のほぼ中央に付設されている。焚回部の両側には、袖石として

凝灰岩の切石ブロツクが直立して一部遺存している。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられない。床

面下には不整形な掘形を有する。柱穴は検出していない。

遺物は、土師器甕 (1～ 4)・ 小形甕 (5。 6)、 黒色土器婉 (7～ 10)、 須恵器郭 (11)・ 盤 (12)の ほか、

土師器片116点、黒色土器片13点、須恵器片7点 が出土している。このうち 3はカマ ド内から、 4・ 6はカマ

ド右側の床面上から、ほかは覆土中からの出土である。 1～ 4は土師器の甕である。日縁部が短く頸部で 「く」

の字状に外反するもので、日縁端部は短くつまみ上げられる。 4は、東側に隣接するS104か ら出土した破片

と一部接合が確認されたが、床面上からまとまって出土していることから本遺構に伴う遺物と判断した。 5。

6は小形甕で、 5は器壁の厚いものである。 7～ 10は黒色土器の婉で、内面に黒色処理が施される。このう

ち 8の外面体部には墨痕が一部確認できる。 11は須恵器の界で、体部は直線的に開いて立ち上がる。 12は盤

である。 13は用途不明の鉄製品で、板状を呈する。

S102(`奉 13'14図 、 PL4 。25'26)

調査区南側のT14区 に位置し、北東側はさらに調査区外へ延びる。平面形はやや縦長の方形を呈し、壁は急

斜度に立ち上がる。規模は、長軸5.25m、 短軸3.70m以上、壁高0.30mで、主軸方位はN-44° 一Wを 示す。

カマ ドは北西壁のほぼ中央に付設されている。黒色土と焼土粒子が混じるにぶい黄橙色粘土で構築された袖部

が一部遺存する。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられない。床面下には掘形を有する。中央部を残

して周囲を四角く掘 り下げ、さらにいくつか不整形な穴が掘 り込まれている。主柱穴はPl,P2の 2基 を検出

した。規模は、直径0.70～ 0.75m、 深さ0,78～ 0.83mである。ほかに床面下からP3～ P7の 5基のビットを

検出した。その性格については不明であるが、カマドの両脇に位置するP3・ P4・ P71こ ついては、カマドに伴

う棚状施設のようなものであつた可能性も考えられる。

遺物は、土師器甕 (1・ 2)・ 仏鉢 (3)、 須恵器蓋 (4・ 5)・ 高台付郭 (6)。 盤 (7)・ 瓶 (8)・ 横瓶 (9)・



甕 (10)、 石製紡錘車 (11)のほか、土師器片 124点、黒色土器片 13点、須恵器片 34点が出土している。

このうち 1・ 6はカマ ド内、 9。 10は床面下の掘形、ほかは覆土中からの出土である。 1・ 2は土師器の甕

である。日縁部が短く頸部で「く」の字状に外反するもので、日縁端部は短くつまみ上げられる。 1は胴部下

半に縦位ヘラミガキが施されており、常総型と思われる。 3は仏鉢である。日縁部は内湾し、端部は角頭状にお

SI01

日

Ъ
I

A'

A'6380m

1 黒褐色土 (7 5YR2/2)
娩土粒子 炭化粒子 φl～3mm少量。締まる。
2 黒色土 (7 5YR2/1)
ロームプロックφ5～40mm多量。締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

ぃ^
　
剖御
「

日

ｏ
∞
∞
甲
ヨ

「引

Q

01

C'6380m

S101カマド
1 黒褐色土 (7 5YR3/2)
焼土粒子・ローム粒子 φl～3mm多量。締まる。
2 黒褐色土(7 5YR3/2)に ぶい黄禍色粘土少量。締まる。
3 黒色土 (7 5YR2/1)
ロームプロックφ5～20mm多 量。締まる。
カマド袖部の掘形で、凝灰岩切石プロックの据え付け穴。
4 黒色土 (7 5YR2/1)
ロームプロックφ5～40mm多量。締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

0        カマ ド (■ 80)       15m

第11図  S101実測図
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第12図 S101出 主遺物

表5 S101出土遺物観察表 (1)

番号 種 別 器 種
計測値 (cm)

成形・調整等の特徴 色 調 胎 土 獅 出土位置
口塞 器高 底径

1 上師器 甍 [16.Ol 會冒チ學粋譜量手千胴部
ナ∴輌:醸部

橙 長・石 日縁～胴 覆士

土師器 姦 [16.21 告恩読]督妻晏F論覇と
―切習早食Fナデ。内画

:

灰褐 長・石・雲 日縁～胴 覆上

土師器 養 [190J 各甲占恩鍮彗Ξ写事iく堺群攣
ヘラケズリ釘内

にぶい種 長・石 目擁～拇同

土師器 甕 228 319 9,4
面

‥

外

面

:日縁部ョヨナデ、田部縦位ヘラケズリ。内
回縁部ヨヨナ∴ 胴部ナ貴―底部 :ナ元 .

攣 橙 長・石・雲 日縁～底
Ｓ

土

画．
覆

床

土師器 小形秦 ０

一

外面 :日縁部
―
ヨヨナデ、胴部横位ヘラケズリ。内

面 :胴部機位ハケメも需壁は厚い。 橙 長・石・雲 日縁～胴 EEL

上師器 小形甕 144
面

‥

ｏ

外
面

リ

:日縁部uコ ナス 胴部縦位ベラケズリ。内
日縁部ヨコナデ、耐部ナ元 庫部 :ヘ ラケズ にぶい橙| 長 石 礫 日縁～底 床面

黒色土器 鳴 130 [65]
面

‥

外
面
!ロ クロナデ、体部下端回転ヘラケズ リ。内

暴色処理、横位 ミガキ。
にぶい黄橙 長・石 雲 日縁～底 覆土

黒色土器 碗 〔1301 外面 :ロ クロナデ。内面 1黒色lL4、 横位ミガキ。 にぶぃ橙 長・右 日縁 覆土



番 号 種 男」 器  種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
日径 器 高 底径

9 黒色土器 塊 〔60]
外面 :ロ クロナデ、体部下端回転ヘラケズリ。
内面 :黒色処理、横位 ミガキ。底部 :回 転ヘラ
ケズリ。

にぶい黄褐 長 石 雲 礫 日縁～底 覆 土

黒色土器 坑 外面 :ロ クロナデ。内面 :黒色処理、横位ミガキ。 にぶい黄橙 長 石 雲 口縁～体 覆 土

11 須恵器 添 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 灰 長 石 骨 回縁 掘形

須恵器 盤 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 灰 長 石 礫 日円 覆土

表 6 S101出土遺物観察表 (2)

番号 種  別 器 種
計測値 (cm、 g)

成形等の特牧 dI上位置
長 さ 幅 厚 さ 重量

鉄製品 用途不明 (40) (24) 板状を呈する。 覆土

さめる。内外面に横位ヘラミガミが施される。 4・ 5は須恵器の蓋で、このうち 5はやや大振 りである。 6は

高台付郭で、高台内には「×」字状のヘラ記号がある。 7は盤、 8は瓶、 9は横瓶、10は甕である。1引よ粘

板岩製の紡錘車である。上・下面ともに表面が剥落している。

S103(第 15図、 PL5。 26)

調査区南側のP18区に位置する。北側をS101、 西側をSK271こ切られる。平面形は横長の長方形を呈し、壁

は急斜度に立ち上がる。規模は、長軸4.20m、 短軸3.85m、 壁高0.25mで、主軸方位はN-20° 一Wを示す。

カマ ドは北壁の中央やや西寄りに付設されている。黒色土と焼土粒子が混じつたにぶい黄色粘上で構築された

袖部が一部遺存する。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられない。床面下には不整形な掘形を有する。

柱穴は検出していない。

遺物は、土師器甕 (1)、 黒色土器婉 (2)の ほか、土師器片45点、黒色土器片 4点、須恵器片 1点が出土

している。このうち 1は床面下の掘形、ほかは覆土中からの出土である。 1は土師器の甕である。日縁部が短

く頸部で「く」の字状に外反するもので、日縁端部は短くつまみ上げられる。 2は黒色土器の婉で、内面に黒

色処理が施される。底部は右回転ヘラ切 り無調整である。外面底部に「因」 (異体字)の墨書がある。

S104(`奉 16図、 PL5 ・ 6 ・26)

調査区南側の019区に位置し、北側はさらに調査区外へ延びる。竪穴の大半が調査区外にあるため不明な

点が多い。平面形は方形を呈 し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、長軸4.75m、 短軸 1.05m以 上、壁高

0.30mで、南辺を基準とした方位はN-71°  一Eを示す。カマドは検出していない。床面は平坦で、特に硬化

した箇所はみとめられない。床面下には不整形な掘形を有する。柱穴は 6基検出した。主柱穴と思われるPl

,P2の 2基 と、南辺の壁上にある一回り規模の小さいP3・ P4・ P5'P6の 4基である。前者の規模は、直径

0.65～ 0.68m、 深さ0.45～ 0.63m、 後者の規模は、直径0.35～ 0.38m、 深さ0,40～ 0.87mである。これら

の柱穴については、一連の上屋構造であるのか、建て替えなどによる新旧関係があるのかについては現状では

判断できない。

遺物は、土師器甕 (1'2)、 黒色土器塊 (3～ 5)、 須恵器郭 (6～ 9)。 高台付邦 (10・ 11)の ほか、

土師器片342点、黒色土器片41点、須恵器片19点が出土している。いずれも覆土中からの出土である。 1・

2は土師器の甕である。日縁部が短く頸部で「く」の字状に外反するもので、日縁端部は短くつまみ上げられ

る。 3～ 5は黒色土器の塊で、内面に黒色処理が施される。 5は外面体部に判読不明の墨書がある。 6～ 9は

須恵器の郭である。底部は 6・ 7・ 9が右回転ヘラ切り無調整、 8が右回転ヘラ切り後ナデである。また、 7

～ 9は外面底部にヘラ記号がある。 10・ 11は高台付イである。

S105(第 17図 、 PL5・ 6)

調査区南側の019'020区 に位置する。南側をSK25に切られる。平面形は不整長方形を呈する。床面ま
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S102
1 黒褐色土(7 5YR2/2)締まる。

B' 6400m

日
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ⅥＯヽ

01 01

黒褐色土(7 5YR2/2)に ぶい黄橙色粘土ブロックφ lo～20mm少量。
焼土粒子 ローム粒子φl～3mm少量。締まる。
黒褐色土(7 5YR2/2)に ぶい黄橙色粘土プロックφ10～15mm多 量。
黒褐色プロックφ10～30mm少量。焼土粒子φl～3mm少量。締まる。
極暗褐色土(7開R2/3)に ぶい黄橙色粘土プロックφ5～35mm大量。締まる。
極暗褐色土(7 5YR2/3)ロ ームプロックφ5～30mm大量。締まる
暗褐褐色土(7 5YR3/3)焼土プロックφ5～ 15mm多 量。
にぶい黄橙色粘土ブロックφ5～20mm多量。黒褐色ブロックφ5～20mm多量。
締まる。床面下の加形。本層上面が床面となる。

暗褐色土(7 5YR3/3)ロ ームプロックφ5～30mm多量。
黒褐色プロックφ5～20mm多量。焼土粒子 φl～3mm少量。
締まる。床面下の掘形。本層上面が床面となる。

S102カマド
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。締まる。
黒褐色土(7 5YR3/2)ロ ーム粒子 φl～3mm多量。締まる。
黒褐色土(7 5YR3/2)にぶい黄橙色粘土プロックφ5～ 15mm多 量。
焼土粒子 炭化粒子 φl～3mm少量。締まる。
黒褐色土(7 5YR3/2)ロ ーム粒子φl～3mm少量。締まる。
黒褐色土(7 5YR3/2)焼土粒子φl～3mm多量。灰少量。やや締まる。
にぶい黄橙色粘土(10YR7/3)
黒色土と焼土粒子が少量混じる。締まる。カマド袖部。

暗褐色土 (7 5YR3/3)
焼土プロックφ5～20mm多量。本層上面がカマド火床部。
暗褐色土(7 5YR3/3)ロ ームブロックφ5～20mm多量。
黒褐色土ブロックφ5～ 10mm多量。
灰色砂質土 (10Y7/1)ブロックφ10～30mm少量。
焼土粒子 φl～3mm少量。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

第13図  S102実測図
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番号 種  別 器 種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
日径 器高 底径

1 土師器 甕
面

面

外

内
日縁部ヨコナデ、胴都縦位ミガキ。
日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。常総型。

にぶい赤褐 長 石 礫 日縁～胴 覆土 カマト

2 土師器 褻
外面 :日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

内面 :回縁部ヨコナデ、胴部ナデ。
にぶい黄橙 長 石 雲 礫 口縁～胴 覆 土

3 土師器 仏  鉢 外面 :横位 ミガキ。内面 :横位 ミガキ。 暗赤褐 長 石 骨 日縁～体 覆土 掘形

4 須恵器 蓋
外面 :天丼部回転ヘラケズリ。体部ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

灰 長 石 礫 黒 日縁～体 覆上

5 須恵器 蓋
外面 :天丼部回転ヘラケズリ。体部ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

灰 長 石 黒 口縁～体 覆土

6 須恵器 高台付邦

画

面

×

外

内

Ｆ

ロクロナデ、体部下端回転ヘラケズリ
ロクロナデ。底都 :高 台内ナデ。

字状のヘラ記号あり。

灰 自 長 石 骨 礫 底

7 須恵器 盤 [145] 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 灰 長 石 礫 黒 体～底 覆土

8 須恵器 瓶 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 灰 長 石 黒 覆土

9 須恵器 横  瓶 外面 :平行タタキ。内面 :無文あて具、ナデ。 灰 長 石 雲 骨 掘形

須恵器 甕 外面 :平行タタキ。内面 :ナ デ。 灰 長 石 骨 礫 掘形

表 7 SI02出土遺物観察表

で削平を受け、掘形だけが遺存 しているものと思われる。規模は、長軸4.30m以上、短軸3.15m以上で、長

軸を基準とした方位はN-76°  一Eを示す。北壁の中央付近に焼土粒子の混入がわずかに見られることからカ

マドが付設されていた可能性がある。柱穴は検出していない。

図示した遺物はないが、掘形の埋土と思われる中から土師器片7点、須恵器片4点が出土している。

S106(第 18・ 19図 、 PL7 ・26・ 27)

調査区北側の115'116区 に位置する。平面形は方形を呈 し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、長軸

4.40m、 短軸4.20m、 壁高0.30mで、主軸方位はN-15°  一Wを 示す。カマドは北壁の中央に付設されてい

る。袖部はにぶい黄色粘上で構築している。床面は平坦で、カマド手前から中央にかけてやや硬化している。

床面下には掘形を有する。中央部とカマド部分、カマドの反対側を残して、両側をそれぞれ平面「コ」の字状

に掘 り下げ、さらに中央付近には円形状の穴が掘り込まれている。柱穴は、主柱穴と考えられる方形配列の 4

基を検出した。規模は、直径0.68～ 0.76m、 深さ0.50～ 0.60mである。

遺物は、土師器甕 (1～ 3)、 黒色土器塊 (4・ 5)、 須恵器蓋 (6)・ 郭 (7～ 9)・ 高台付郭 (10,11)

・盤 (12)・ 壷 (13)、 刀子 (14・ 15)、 用途不明鉄製品 (16・ 17)の ほか、土師器片68点、黒色土器片 8

点、須恵器片11点が出土している。このうち 7・ 8が床面下の掘形から、ほかは覆土中からの出土である。

1～ 3は土師器の甕である。 1は 回縁部が短く顕部で「く」の字状に外反し、日縁端部は短くつまみ上げられ

る。 2・ 3は日縁端部を丸くおさめる。 4・ 5は黒色土器の婉で、内面に黒色処理が施される。 6は須恵器の

蓋で、やや大振 りである。 7～ 9は郭である。 9の底部は右回転ヘラ切 り後ナデである。10,11は高台付郭

である。 11の 高台内には、朱墨で「真岡」 (「 岡」は異体字)と 墨書されている。器面に遺存する朱墨につい

て蛍光X線分析を行つた結果、ベンガラを使つたものであることが判明している1ち 12は盤で、高台内にはヘ

ラ記号がある。 13は壺の日縁部片である。 14・ 151よ平棟造 りの刀子である。 14は両関式で、両端が僅かに

欠損するものの、ほぼ完形品である。茎の勒面は楔形を呈し、茎端部に銹化した柄木が僅かに見られる。15

は刀身部の大部分が欠損し、茎と木製柄の一部が残存する。楔形を呈する茎は柄木の中に遺存する。 16・ 17

は用途不明の鉄製品である。

1)赤色部 (朱墨)及びその周辺の2箇所について、蛍光X線分析法を用いて組成分析を行つた。定性分析で特定された元素は主に

鉄で、定量分析の解析では鉄が70wt%前 後という結果であつた。このことから、朱墨は水銀でないことが確認された。すなわち、

墨の原料は鉄系の朱であると言える。

番号 種  別 器  種
計測値 (cm、 g)

成形等の特徴 石 材 出上位置
長 さ 幅 厚 き 重量

石製品 紡錘車 上 下面ともに表面が劉離している。 粘板岩 覆土



S103
1 黒褐色土(7 5YR2/2)ロ ームブロックφ5～ 10mm少 量。
焼土粒子φl～3md微量。締まる。
2 黒IIB色土(7 5YR2/2)ロ ーム土多量。
にぶい黄橙色粘土少量。礫 ゆ15～25mm少 量。
焼土粒子 φl～3mm少 量。締まる。
3 黒褐色土(7 5YR2/2)焼土粒子φl～3mm少 量。締まる。
4 黒褐色土(7 5YR3/2)焼土粒子ゆ2～3mm多 量。締まる。
5 黒色土(7 5YR2/1)焼土ブロックφ5～ 10mm多量。
締まる。本層上面がカマド火床部。
6 黒褐色土(7 5YR2/2)ロ ームプロックφ10～50mm多 量。
締まる。床面下の掘形。本層上面が床面となる。
7 黒色土(7 5YR2/1)ロ ームブロックφ lo～30mm少 量。
締まる。東狽」にのみ堆積がみられる。

B'6380m

C

C'

C'6360m

第15図  S103実測図・出土遺物

S103カマド
1 にぶい黄色粘土(25Y6/3)
黒色土と焼土粒子が少量混じる。締まる。カマド袖部。

燃焼部の内側は被熱して赤色化する。
2 黒色土(7 5YR2/1)燒土ブロックφ5～10mm多 量。
締まる。本層上面がカマド火床部。
3 黒褐色土(7 5YR2/2)ロ ームプロックφ10～50mm多 量。
締まる。床面下の掘形。本層上面が床面となる。

珂

0         (2) 15cm
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C監
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0        カマド (■ 30)       15m

O                (1160)               3m

＼

臣
⑤∞
∞ｇ

上

表 8 S103出土遺物観察表

番 号 種 別 器  種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
口径 器高 底径

1 上師器 甕
外面 :日 縁部ヨコナデ、胴部縦位ヘラケズリ。
内面 :日 縁部ヨヨナデ、胴部ナデ。

褐 長 石 雲 礫多 回縁 掘形

2 黒色土器 坑

外面 :コ クロナデ、体部下端回転ヘラケズリ。
内面 :黒色処理、ミガキ。底部 :右回転ヘラ切 り。
「囚」 (異体字)の墨書あり。

にぶい黄橙 長 石 雲 日縁～底 覆土
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C'6410m

A'6410m

S104
1 黒褐色土(7 5YR2/2)表土層。畑耕作土。
2 黒褐色土 (7 5YR2/2)
焼土プロックφ5～ 10mm少 量。炭化粒子 φ2～3mm少量。
ローム粒子φl～3mm少量。締まる。
3 黒褐色土(7 5YR2/2)コ ームプロックφ5～20mm多量。
焼土粒子φl～3mm微量。締まる。床面下の掘形。
本層上面が床面となる。
4 黒褐色土(7 5YR2/2)ロ ームブロックφ5～10mm少量。
焼上プロックφ lo～20mm少量。炭化粒子 φl～3mm少量。
やや締まる。柱の抜き取り痕か。
5 黒褐色土(7 5YR3/2)ロ ームブロックφ5～30mm大量。
締まる。柱の掘形。

3m

Cm(1:3)

m(1:4)

第16図 S104実測図・出土遺物
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表 9 S104出土遺物観察表

番号 種 別 器 種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出土位置
回径 器 高 底 径

1 上師器 甕 〔192]
外面 :日 縁部ヨコナデ、E同部縦位ヘラケズリ

内面 :日 縁部ヨヨナデ、胴部ヘラナデ。
橙 長 石 日縁～胴 覆土

2 土師器 甕 [210〕
外面 :日 縁部ヨコナデ、胴部ナデ。内面 :日縁部
ヨヨナデ、胴部ナデ。

橙 長 石 礫 日縁～胴 覆土

3 黒色土器 婉 〔134〕 外面 :ロ クロナデ。内面 :黒色処理、ミガキ。 にぶい褐 長 石 礫 日縁～底 覆土

黒色土器 境 [1441 外面 :ロ クロナデ。内面 :黒色処理、横位 ミガキ。 にぶい橙 長 石・骨 日縁～体 覆土

5 黒色土器 晩
画

面

外

内

ロクロナデ。体部に半J読不明の墨書あり。
黒色処理、 ミガキ。 にぶい黄橙 長 石 雲 礫 回縁～体 覆土

6 須恵器 罫
面

部

外

底

ロクロナデ。内面 :ロ クロナデ。

右回転ヘラ切 り。
灰 長 石・骨 礫多 口縁～底 覆土

7 須恵器 邦

外面 :ロ クロナデ。体部下端回転ヘラケズリ

内面 :ロ クロナデ。底部 :右回転ヘラ切 り。
ヘラ記号あり。

灰 長 石 骨 穣 体～底 覆土

8 須恵器 雰

外面 :ロ クロナデ。体部下端回転ヘラケズ リ。

内面 :ロ クロナデ。底部 :回転ヘラ切 り後ナデ。
ヘラ記号あ り。

淡黄 長 石・骨 体～底 覆土

9 須恵器 郵
外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。

底部 :回転ヘラ切 り。ヘラ記号あり。
灰 長・石・骨 礫多 体～底 覆土

須恵器 高台付郭 [122〕
外面 :ロ クロナデ。体部下端回転ヘラケズリ
内面 :ロ クロナデ。

灰 長 石 礫 回縁～体 覆土

須恵器 高台付郭 [1501 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 黄灰 長 石 骨 礫多 口縁～体 覆土
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S105
1 黒色上(7 5YR2/1)ロ ームブロックφ5～20mm多 量。
締まる。床面が削平された竪穴住居の掘形と思われる。

第17図  S105実測図
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S106
1 黒褐色土 (10YR2/1)
にぶい黄橙色粘土プロック,10～30mm少 量。
ロームプロックφ5～20mm少量。
焼上粒子φl～3mm微量。締まる。
2 黒褐色土 (10YR2/3)
ロームプロックφ5～ 10mm多 量。
ローム粒子 φl～3mm多量。締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。
3 黒褐色土 (10YR2/2)
ロームプロックφ5～70mm多量。
黒色土ブロックφ5～20mm多量。締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。
4 黒色土 (10YR2/1)
ロームブロックφ lo～40mm大量。
焼土ブロックφ5～10mm少量。締まる。
柱の掘形。
S106カマド
1 にぶい黄橙色粘土 (10Y7/2)
円礫 φ5～10mm少 量。締まる。カマド袖部。
黒褐色土 (10YR2/3)
にぶい黄橙色粘土ブロックφ lo～40mm多量。
焼土粒子φl～3mm少量。締まる。
暗褐色土 (10YR3/3)
焼土粒子 φl～3mm多量。締まる。
黒色土(10YR2/1)焼土粒子 1～3mm多 量。
ローム粒子1～3mm多 量。
上面付近は被熱して赤色化する。

本層上面がカマド火床部。

黒褐色土 (10YR2/2)
ロームプロックφ5～10mm少量。締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

S106カマド
1 にぶい黄橙色粘土(10Y7/2)
円礫 φ5～ 10mm少 量。締まる。カマド袖部。
黒褐色土 (10YR2/3)
にぶい黄橙色粘土プロックφ lo～40mm多量。
焼土粒子 φl～3mm少量。締まる。
暗褐色土 (10YR3/3)
焼土粒子 φl～3mm多量。締まる。
黒色土(10YR2/1)焼 土粒子 1～3mm多 量。
ローム粒子 1～3mm多量。
上面付近は被熱して赤色化する。

本層上面がカマド火床部。

黒褐色土 (10YR2/2)
ロームプロックφ5～ 10mm少量。締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

B'6420m

―Cと 6420m

D'6420m

Ш
I

F' 6410m

S106実測図
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表10 SЮ 6出 土遺物観察表

番 号 種 男」 器  種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
日径 器高 底径

1 土師器 甕 174
外面 :日縁部 ヨコナデ、胴部上半はナデ、輪積み

痕跡が残 る、下半は縦位ヘラケズ リ。

内面 1日縁都ヨヨナデ、胴部ナデ。
赤褐 長 石 雲 日縁～胴 覆土

2 土師器 甕
外面 :日 縁部 ヨヨナデ、胴部縦位ヘラケズ リ

内面 :日縁部 ヨヨナデ、胴部ナデ。
明黄褐 長 石 雲 礫 日縁～胴 覆土

3 上師器 甕 178 74
外面 :日 縁部 ヨコナデ、胴部縦位ヘラケズ リ、
下端横位ヘ ラケズ リ。内面 :日 縁部 ヨヨナデ、
胴都ナデ。底部 :ナ デ。

赤褐 長 石 雲 日縁～底 覆土 掘形

黒色土器 現 [1271
外面 〔ロクロナデ、体部下端回転ヘラケズリ

内面 i黒 色処理、横位ミガキ。
にぶい黄褐 長 石 雲 日縁～底 覆土

5 黒色土器 娩 外面〔ロクロナデ。内面 :黒色処理、横位ミガキ。 にぶい黄橙 長 石 骨 日縁～体 覆土

6 須恵器 蓋
外面 :天 丼都回転ヘラケズリ。体部ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

灰 長 石 礫 日縁～体 覆土

須恵器 14N
面

部

外

底
ロクロナデ。内面 :ロ クロナデ。
周縁部回転ヘラケズリ。

灰 長 石 骨 体～底 掘形

8 須恵器 14N 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 灰 自 長 石 骨 体～底 掘形

9 須恵器 イ
外面 :ロ クロナデ。内面 iロ クロナデ。
底部 :右 回転ヘラ切 り後ナデ。

灰 長 石 骨 礫 底 覆土

10 須恵器 高台付郭
外面 :ロ クロナデ。体部下端回転ヘラケズ リ

内両 :ロ クロナデ。底部 :回 転ヘラ切 り。
灰 白 長 石 礫 体～底 穫土

Iユ 須恵器 高合付郭 148

外面 :ロ クロナデ。体部下端回転ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナデ。底部 :右 回転ヘラ切 り後
ナデ。 「真 FMJ」 (「岡Jは異体字、朱塁)の
墨書あり

灰 長 石 骨 礫 日縁～底 覆土

須恵器 盤 140
画

面

デ

外

内

ナ

ロクロナデ。体部下端回転ヘラケズリ。
ロクロナデ。底部 :右回転ヘラ切り後 灰 白 長 石 骨 礫 口縁～底 覆土

須恵器 一霊 [239] 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 灰 長 石 骨 口縁 覆土 掘形

番 号 種 月」 器 種
計測イロ (Cm、 g,

成形等の特徴 出土位置
長 さ 幅 厚 さ 重量

鉄製品 刀 子 (151) 10 01 覆 土

15 鉄製品 刀子 14 覆土

鉄製品 用途不明 覆土

17 鉄製品 用途不明 覆土

S108(第 20図、 PL8・ 27)

調査区北側のL9'M9区 に位置し、南東側はさらに調査区外へ延びる。竪穴の大半が調査区外にあるため不

明な点が多い。平面形は方形を呈し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、長軸330m、 短軸0,70m以上、壁

高0.40mで、主軸方位はN-27°  ―Wを 示す。カマ ドは北西壁の中央に付設されている。袖部はにぶい黄褐

色粘土で構築している。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられない。床面下には不整形な掘形を有す

る。柱穴は検出していない。

遺物は、土師器甕 (1)・ 小形甕 (2)、 黒色土器高台付塊 (3・ 4)、 須恵器蓋 (5)。 郭 (6)・ 甕 (7)の ほか、

土師器片38点、黒色土器片2点、須恵器片3点が出土している。すべて覆土中からの出上である。 1は土師器

の甕である。口縁部が短く頸部で 「く」の字状に外反するもので、日縁端部は短くつまみ上げられる。 1は外

面胴部に多文字墨書と人面が描かれている。墨痕が薄いため判然としないが、人面が描かれている左側に「□

□□烏 [  ]」 の文字が見える。 2は小形甕である。 3・ 4は黒色土器の高台付婉で、内面に黒色処理が施

される。5は須恵器の蓋で、やや大振 りである。6は郭で、底部は回転ヘラ切 り無調整である。外面底部に「□

女」の墨書がある。 7は甕の胴部片で、外面は平行タタキ、内面はナデが施される。

SI09(第 21図、 PL8)

調査区北側のM8区に位置し、南側はさらに調査区外へ延びる。竪穴の大半が調査区外にあるため不明な点

が多い。平面形は方形を呈し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、長軸455m、 短軸2.30m以 上、壁高0,06mで、

主軸方位はN-8° 一Wを示す。カマドは北壁の中央に付設されている。床面は平坦で、特に硬化した箇所は

みとめられない。床面下には不整形な掘形を有する。柱穴は、主柱穴と考えられる 2基 を検出した。規模は、
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S108
1 黒褐色土(10YR2/2)表 土層。畑耕作土。
2 黒色土(10YR1 7/1)や や締まる。
3 黒色土(10yR2/1)ロ ーム粒子φl～3mm多量。
ロームプロックφ5～20mm少量。締まる。
4 黒色土(10YR2/1)ロ ームブロックφ lo～30mm多量。締まる。
5 にぶい黄褐色粘土(10YR4/3)締 まる。
6 黒褐色土 (10YR2/2)焼 土ブロックφゅ5～ 10mm少 量。
にぶい黄褐色粘土プロックφ5～15mm少 量。
ロームブロックφ50～ 100mm少量。締まる。
黒色土(10YR2/1)ロームプロックφ10～40mm少量。よく締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。
黒色土(10YR2/1)ロームプロックφ20～40mm大量。よく締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。
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S108実測図・出土遺物

表1l Si08出 土遺物観察表

番号 種  別 器  種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
日径 器 高 底径

1 土師器 甕 [236]

外面 :日 縁部 ヨコナデ、胴部上半はナデ、下半は

縦位ヘラケズ リ。 f□ □□鳥 [  ]」 の文字 と
人間の墨書あ り。内面 :ナ デ。

橙 長 石 礫 黒 回縁～胴 覆土

土師器 小形甕 1122]
外面 :口縁部ヨコナデ、胴部上位はロクロナデ、
下位はヘラケズリ。内面 :ロ クロナデ。

橙 長 石 日縁～胴 覆土

3 黒色土器 坑 1134] 外面 :ロ クロナデ。内面 :黒色処理、横位 ミガキ。 にぶい橙 長 石 骨 日縁～体 覆 土

4 黒色土器 高台付婉 外面 :ロ クロナデ。内面 i黒 色処理、 ミガキ。 明黄褐 長 石 骨 礫 底 覆 土

5 須恵器 蓋
外面 :天丼部回転ヘラケズリ。体部ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

黄灰 長 石 骨多 礫 口縁～体 覆 土

6 須恵器 郭 底部 :回 転ヘ ラ切 り。 「□女」の墨書あ り。 淡黄 長 石 底 覆 土

7 須恵器 甕 外面 :平行タタキ。内面 :ナ デ。 灰 長 石 骨 覆 土



S109

A'6620m

1 黒色土(10YR2/1)ロ ームブロックφ lo～60mm少量。にぶい黄褐色粘土ブロックφ lo～20mm少量。締まる。
2 黒色土(10YR2/1)ロ ームプロックφ lo～20mm少 量。焼土プロックφ5～ 10mm少 量。
にぶい黄褐色粘土ブロックφ5～ 10mm少 量。締まる。
3 黒色土(10YR2/1)ロ ームブロックφ lo～40mm多量。よく締まる。床面下の掘形。本層上面が床面となる。

第21図  S109実測図

直径0.50～ 053m、 深さ0.50～ 0.54mである。

遺物は出土していない。

S110(`第 22図、 PL 9 ・27・ 28)

調査区北側のM6区 に位置する。平面形は縦長の長方形を呈 し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、長軸

3.15m、 短軸2.70m、 壁高0.30mで、主軸方位はN-83° 一Eを 示す。カマ ドは東壁のやや北寄 りに付設さ

れている。左袖部には凝灰岩の切石ブロックが、右袖部には円礫が遺存している。袖部の下部は黒褐色土で、

上部はにぶい黄褐色粘土で構築されていたものと推測される。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられ

ない。床面下には掘形を有する。中央部、カマドとカマドの反対側を残 して、両側をそれぞれ「コ」の字状に

掘 り込んでいる。柱穴は検出していない。

遺物は、土師器甕 (1～ 4)、 黒色土器婉 (5～ 7)・ 鉢 (8)、 須恵器郭 (9)、 石製紡錘車 (10)の ほか、

土師器片139点、黒色土器片31点、須恵器片6点が出土している。 2・ 8は床面下の掘形から、ほかは覆土中

からの出上である。 1～ 4は土師器甕である。日縁部が短く頸部で「く」の字状に外反するもので、日縁端部

は短くつまみ上げられる。 5～ 8は黒色土器で、内面に黒色処理が施される。 5～ 7は塊で、いずれも体部下

端に回転ヘラケズリ調整が施される。 8は鉢である。外面胴部は縦位のヘラケズリ調整である。 9は須恵器の

界で、底部は右回転ヘラ切 り無調整である。底径が小さく体部は直線的に大きく開く。 10は安山岩製の紡錘

車である。側面に多角形状となる平坦な加工面をもち、中央の孔は両側から穿孔されている。未成品の可能性

がある。

S111(第 23図、 PL10・ 28)

調査区北側のL6・ M6区に位置する。牛芳栽培によるトレンチャー痕が顕著で全体に遺存状況は不良である。

北東側は畑耕作による削平と攪乱を受ける。平面形は横長の長方形を呈し、壁は急斜度に立ち上がる。規模は、
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S110
1 黒色土(10YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。締まる。
2 黒色土(10YR1 7/1)ロ ームプロックφ5～10mm少 量。よく締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。
3 黒色土(10YR2/1)ロ ームブロックφ5～20mm多量。よく締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

S110カマド
1 黒色土(10YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。締まる。
2 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。
焼土粒子 φl～3mm少量。締まる。
3 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子 φl～3mm多量。
焼土粒子 φl～3mm多量。締まる。
4 黒褐色土(10YR2/2)黒 色土多量。よく締まる。カマド袖部。

3m  0 カマド (■ 30) 15m

0        (5～ 7 9 10)       15cm(1:3)

敬上つ

第22図  S110実測図・出土遺物
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表12 Si10出 土遺物観察表

番号 種  別 器  種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  上 残存部位 出土位置
日径 器高 底径

土師器 毀
外面 :日縁部ヨコナデ、胴部縦位ヘラケズリ。
内面 :回縁部ヨコナデ、胴都ナデ。

にぷい橙 長 石 雲 赤 口縁～胴 覆上 掘形

2 土師器 裂 〔190〕
外面 :回 縁部ヨコナデ、胴部縦位ヘラケズリ。
内面 :日 縁部ヨヨナデ、胴都ナデ。

にぶい橙 長 石 礫 口縁～胴 掘形

3 土師器 甕 [196〕
外面 :日 縁部ヨコナデ、胴部ナデ。内面 :日 縁部
ヨコナデ、胴部ナデ。

橙 長 石 雲 日縁 ～胴 覆土 掘形

4 上師器 甕
外面 I月同部縦位ヘラケズリ。内面 !胴 部上位はロ

クロナデ、以下はナデ。底部 :ヘ ラケズリ。
橙 長 石 礫 胴～底

覆土 カマト
掘形

5 黒色上器 晩 132 外面 iロ クロナデ、体部下端回転ヘラケズリ。
内面 :黒色処理、ミガキ。底部 :回 転ヘラケズリ

にぶい橙 長 石 礫 完形 覆土

黒色土器 坑 135 外面 :ロ クロナデ、体都下端回転ヘラケズ リ。
内面 :黒色処理、 ミガキ。底吉[:回 転ヘラケズ リ

にぶい橙 長 石 礫 口縁～底 覆 土

黒色上器 坑 [140]
外面 !ロ クロナデ、体部下端回転ヘラケズ リ。
内面 :黒色処理、 ミガキ。

にぶい黄褐 長  石 口縁～休 覆上

黒色土器 鎌 [196]
外面 :日 縁部ヨコナデ、体部縦位ヘラケズリ。
内面 :黒色処理、横位 ミガキ。

にぶい黄褐 長 石 骨 篠 日縁～体 掘 形

須恵器 必 141 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。底部 :右

回転ヘラ切 り。
灰 長 石 骨 礫 完形 覆 土

番号 種 男」 器  種
計測値 (cm、 質)

成形等の特徴 石  材 出上位置
長 さ 幅 厚 さ 重量

10 石製品 紡錘車 孔径 0 7cm。 側面は多角形状に面取る。 安山岩 覆 土

Ｅ
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C'6700m

S111
1 黒色土(10YR2/1)締 まる。
2 黒褐色土(10YR2/2)焼 土粒子 φl～3mm多量。
にぶい黄褐色粘土ブロックゅ5～ lomm少量。締まる。
3 暗赤褐色土(5YR3/2)焼土プロックφ5～20mm多量。締まる。
本層上面がカマド火床部。
4 黒褐色土 (10YR2/2)ロ ームブロックφ5～ 10mm少 量。よく締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

0        カマド (1:30)
8'6700m

15m

0              (1:60) 3m

第23図  S111実測図・出土遺物



表13 S111出 土遺物観察表

番号 種 月J 器 種
計測植 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  士 残存部位 出土位置
日径 器 高 底 径

1 土師器 坑 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 橙 長 石 雲 骨多 回縁～体 覆土

土師器 甕
外面 :日縁部ヨコナデ、胴部縦位ヘラケズリ。
内面 :回縁都ヨコナデ、胴部ナデ。

にぶい黄褐 長 石 雲 口縁～胴 掘形

3 黒色土器 鉢
外面 :胴著卜縦位ヘラケズリ、胴部下端横位ヘラケ
ズリ。内面 :胴 部ナデ、黒色処理、横位ミガキ。

にぶい赤褐 長 石 体～底 覆 土

4 須恵器
jT 外面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。 灰 自 長 石 口縁～体 覆 土

5 須恵器 高台付郷 底部 :右 回転糸切 り 灰 長 石 体～底 覆 土

S112

S112
1 暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒子φl～3mm多量。ロームプロックφ10～30mm多量。締まる。
2 暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒子φl～3mm少量。締まる。
3 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子φl～3mm少量。ロームブロックφ10～40mm少量。締まる。
4 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームプロックφ10～40mm大量。よく締まる。掘形覆土。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

5 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームプロックφ10～20mm少量。黒色土少量。よく締まる。
床面下の掘形。本層上面が床面となる。

第24図  Si1 2実測図

0               (1〔 60)              3m

O        カマド (■30)       15m

⑭
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長軸3.20m以上、短軸2.40m、 壁高0,05mで、主軸方位はN-26°  ―Wを 示す。カマ ドは北西壁に付設され

ている。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられない。床面下には不整形な掘形を有する。柱穴は検出

してヤヽなヤヽ。

遺物は、土師器郭 (1)・ 甕 (2)、 黒色土器鉢 (3)、 須恵器郭 (4)・ 高台付郭 (5)のほか、土師器片82点、

黒色土器片 8点、須恵器片 2点が出土している。床面下の掘形から出土した甕 (2)な どの数点を除き、すべ

て覆土中からの出土である。日よ土師器の郭である。体部は内湾気味に立ち上がり、日縁都は僅かに外反する。

2は甕である。日縁部が短く頸部で 「く」の字状に外反するもので、日縁端部は短くつまみ上げられる。 3は

黒色土器の鉢で、内面に黒色処理が施される。 4は須恵器の界である。体部は直線的に開いて立ち上がり、口

縁端部は僅かに外方へつまみ出されて断面三角形状となる。 5は高台付郭である。底部に断面三角形状を呈す

る低い高台を貼り付けるもので、高台内の中央には回転糸切り痕が残る。

S112(ぢ幸24図、 PL10・ 11)

調査区北側のJ4区 に位置する。牛秀栽培によるトレンチャー痕が顕著で全体に遺存状況は不良である。中
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S113
1 黒褐色土 (10YR2/1)
2 黒褐色土 (10YR2/1)

S113カマド
1 黒褐色土 (10YR2/8)
2 黒褐色土 (10YR2/1)
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第25図 S113実 測図・出土遣物

央から南西側は試掘調査時の トレンチによつて切られる。平面形は方形を呈し、壁は急斜度に立ち上がる。規

模は、長軸3.18m、 短軸3.15m、 壁高0.35mで、主軸方位はN-49°  一Wを 示す。カマ ドは北西壁の中央に

付設されている。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられない。床面下には浅 く不整形な掘形を有する。

柱穴は検出していない。

遺物は出上していない。

S113(第 25図、 PLll・ 28)

調査区北側の13・ J3・ 14・ 」4区に位置する。牛芳栽培によるトレンチャー痕が顕著で全体に遺存状況は不

ローム粒子 φl～3mm少量。締まる。
ロームプロックφ10～50mm大量。よく締まる。床面下の掘形。本層上面が床面となる。

焼土粒子 φl～3mm多量。床面下の掘形。本層上面が床面となる。
ロームカ ックφ10～50mm大量。よく締まる。床面下の掘形。本層上面が床面となる。

表14 S113出 土遺物観察表

番号 種  別 器  種
計測値 (cm)

成形・調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
口径 器高 底径

1 土師器 甕 外面 :日縁部ヨヨナデ。内面 :日縁部ヨヨナデ。 橙
長 石 雲 骨

赤
口縁～胴 覆土



良である。中央から南西側は試掘調査時の トレンチによつて切られる。平面形はやや縦長の方形を呈し、壁は

急斜度に立ち上がる。規模は、長軸3.15m、 短軸2.80m、 壁高0.18mで、主軸方位はN-56° 一Wを示す。

カマ ドは北西壁の中央に付設されている。床面は平坦で、特に硬化した箇所はみとめられない。床面下には浅

く不整形な掘形を有する。竪穴内外を精査したが柱穴は検出していない。

遺物は、覆土中から土師器甕 (1)の ほか、土師器片 1点、縄文土器片 1点が出土している。 1は土師器の

甕である。日縁部が短く顎部で「く」の字状に外反するもので、日縁端部は短くつまみ上げられる。

2)掘立柱建物

SB01(第 26図、 PLll)

調査 区北側 のH19区 に位 置 し、南東側 はさ らに調査 区外へ延 び る。梁間2間 (3.90m)× 桁行 2間

(3.15m)以 上の側柱建物 と思われる。桁行方位はN-22°  一Wを 示す。柱の掘形は、平面形は円形で断面

形は「U」 字状あるいは台形状 となる。規模は、直径0.45～ 0。 70m、 深さ0.32～ 0.45mで、P3と P7で確認

された柱痕跡の直径は0.13～ 0。 18mである。このうち隅柱であるP3と P5は、ほかの柱穴と比べてやや深めに

掘り込まれている。

出土遺物がなく帰属時期は不明であるが、建物の桁行方位が竪穴住居の主軸方位とほぼ一致することから奈

良 。平安時代の建物である可能性が高いと考えられる。

SB01

εd    
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『

ヴ6310m

1 黒色土(10YR2/1)ロ ームプロックφ5～ 10mm微量。やや締まる。柱痕跡。
2 黒色土(10YR2/1)ロ ームプロックφ5～30mm多量。やや締まる。柱の掘形。

0

第26図  SB01実測図
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中C

中世の遺構は、地下式坑 12基を検出した。

1)地 下 式 坑

地下式坑は、調査区東側の合地縁辺部にあるSK26を 除き、すべて調査区南側から検出した。天丼部が遺存

しているものはないが、いずれも地下室は単室で、竪坑の平面形状はおおむね円形と思われる。

SK05(第 27図、 PL13)

調査区南側のV19区 に位置する。地下室の平面形は横長の不整長方形を呈し、竪坑は北側に短く突出する。

竪坑 と地下室の連結部は無段である。地下室の規模は長径1.54m、 短径1.26m、 壁高1.32mで 、これに幅

0.40m、 長さ0.55mの 竪坑が付く。竪坑を基準にした主軸方位はN-16°  一Eを示す。覆土は 3層からなり、

検出時、最上層である 1層 の上面は一部空洞となっていた。

遺物は出土していない。

SK10(第 27図、 PL13)

調査区南側のR13区 に位置する。SKllを切る。地下室の平面形は横長の長方形を呈し、竪坑は南東側に短

く突出する。竪坑と地下室の連結部は無段である。地下室の規模は長径1.56m、 短径1.00m、 壁高0.90mで 、

これに幅0,48m、 長さ0,75mの 竪坑が付く。竪坑を基準にした主軸方位はN-122°  一Eを示す。

遺物は出土していない。

SK1 2(第 28図、 PL13)

調査区南側のP16区 に位置する。北西側はSK13と 重複するが新旧関係については不明である。地下室の平

面形は横長の長方形を呈し、竪坑は北側に短く突出する。竪坑と地下室の連結部には低い段を有する。地下室

の規模は長径1.22m、 短径0.85m、 壁高0.56mで、これに幅0.48m、 長さ0.45mの 竪坑が付く。竪坑を基準

にした主軸方位はN-5° 一Eを示す。

遺物は、覆土中から縄文土器片が 1点出土している。

SK13(第 28図、 PL13・ 14)

調査区南側のP16区 に位置する。南東側はSK12と 重複するが新旧関係については不明である。地下室の平

面形は横長の不整長方形を呈し、竪坑は南側に短く突出する。竪坑と地下室の連結部には低い段を有する。地

下室の規模は長径1.58m、 短径124m、 壁高0。 96mで、これに幅113m、 長さ1.28mの 竪坑が付く。竪坑を

基準にした主軸方位はN-170°  一Wを示す。

遺物は、覆土中から土師器片が 1点出土している。

SK1 4(第 29図、 PL14)

調査区南側のQ16区 に位置する。地下室の平面形は横長の長方形を呈し、竪坑は南側に短く突出する。竪

坑 と地下室の連結部は無段である。地下室の規模は長径1.64m、 短径1.30m、 壁高1.02mで 、これに幅

0.64m、 長さ0.88mの 竪坑が付く。竪坑を基準にした主軸方位はN-168° 一Eを示す。

遺物は出土していない。

SK15(第 29図、 PL14)

調査区南側のP17区 に位置する。地下室の平面形は横長の長方形を呈し、竪坑は南東側に短く突出する。竪

坑と地下室の連結部は無段である。地下室の規模は長径3.10m、 短径2.05m、 壁高1.38mで 、これに幅0.72m、
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SK05
1 黒褐色土(7 5YR3/2)赤褐色軽石粒 φ2～3mm少量。やや締まりなし。※1層の上面は空洞となっていた。
2 黒色土(7 5YR2/1)部分的にローム土を薄く層状に挟む。礫 φ50～250mm少 量。締まりなし。
3 黒色土(10YR1 7/1)締まりなし。

A'6330m

C16080m

い

SK10
1 黒色土(10YR2/1)や や締まりなし。
2 黒色土(10YR1 7/1)壁 際にローム土多量。
ローム粒子φl～3mm少量。やや締まりなし。
3 黒色土(10YR1 7/1)や や締まりなし。
4 黒色土(10YR1 7/1)壁際にローム土多量。
ロームプロックφ5～20mm少量。やや締まりなし。
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第27図  SK05・ 10実測図
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A'6250m B'6250m

A

SK1 3 A'6240m

SK12
1 黒褐色土 (10YR2/2)灰黄褐色土を層状に何層か挟む。あまり締まらない。
2 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームプロックφ5～ lomm少 量。あまり締まらない。
3 黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒子φと～3mm大量。あまり締まらない。

SK13
1 黒褐色土 (10YR2/2)ロ ームプロックφ5～ 10mm少 量。あまり締まらない。
2 黒褐色土 (10YR2/2)黄白色軽石粒φlmm微量。締まる。
3 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームプロックφ5～ 15mm大 量。あまり締まらない。
4 黒褐色土(loYR2/2)あ まり締まらない。
5 黒褐色土 (10YR2/2)ロ ームプロックφ5～ 10mm少 量。あまり締まらない。

0               (1:40)              2m

第28図  SK1 2・ 13実 ,則図

長さ1,30mの 竪坑が付く。竪坑を基準にした主軸方位はN-155°  一Eを 示す。

遺物は、 1～ 5層から径 10～ 15cmほ どの礫21点 が出上したほか、覆土中から縄文土器片 7点、土師器片

6点、須恵器片 3点が出土している。

SK1 6(第 30図、 PL14・ 15)

調査区南側のP17区 に位置する。SK17・ 23を 切る。地下室の平面形は横長の不整長方形を呈し、竪坑は北

側に短 く突出する。竪坑と地下室の連結部には低い段を有する。地下室の規模は長径2.25m、 短径1.70m、

壁高1.75mで 、これに幅0,93m、 長さ1.20mの 竪坑が付く。竪坑を基準にした主軸方位はN-174° 一Wを

示す。

遺物は出土していない。
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第29図  SK14・ 15実沢」図
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S(15
1 黒色土(10YR2/1)ローム土多量。あまり締まらない。
2 黒色土(10YR2/1)あ まり締まらない。
3 黒色土(10YR2/1)ローム粒子φl～3mm多量。あまり締まらない。
4 黒色土(10YR2/1)あ まり締まらない。
5 黒色土(10YR2/1)ローム土多量(壁あるいは天丼部崩落上)。
あまり締まらなセヽ。
黒色土 (10YR2/1)ロ ームプロックφ5～ lomm微量。あまり締まらない。
黒色土(loYR2/1)あ まり締まらない。
黒色土(loYR2/1)ロ ーム土大量 (壁あるいは天丼部崩落土 )。やや締まる。
黒色土(10YR2/1)ロ ーム粒子φl～3mm少量。
ロームブロックφ5～10mm少 量。あまり締まらない。
黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。あまり締まらない。
黒色土 (10YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。あまり締まらない。

0           (1:60)          3m

SK14
1 黒色土(loYR2/1)ロ ームプロックφ5～250mm少量。
黄自色軽石粒 φlmm微量。締まる。
2 黒色土(10YR2/1)ロ ームプロックゅ10～100mm少 量。
あまり締まらない。
3 黒色土(loYR2/1)ローム粒子φl～3mm少量。
あまり締まらない。
4 黒色土(llJYR2/1)ロームプロックφ30～60mm多量。
締まらない。
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SK1 6・ 17・ 23

B

SK16                     A
l  黒色土 (7 5YR2/1)あ まり締まらない。
2  黒色土 (7 5YR2/1)
ロームプロックφ10～130mm多 量。
あまり締まらない。
3  黒色土 (7 5YR2/1)
ローム粒子φl～2mm少 量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム土多量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)あ まり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ームカ ックφ5～10mm多量。締まる。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム土多量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ームプロックφ5～40mm多量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ームカ ックφ5～25mm多 量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ームプロックφ10～50mm大量。あまり締まらない

10

Aと 6340m
SK1 6

1 黒色土 (7 5YR2/1)礫φ100～ 250mm多量。炭化木片φ3～5mm少量。
あまり締まらない。本遺構が陥没した後、地表面上の窪みに投棄されたものであろうか。

ソ

4
5

6
7

8
9
10

C
SK司 7

E' 6320m D

6340m 二 SK17

2
3

4
5
6

黒色土 (7 5YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm多量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム粒子 ,1～3mm少量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム土多量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)炭 化木片φ5～ 10mm微量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム粒子φl～3mm少量。あまり締まらない。
黒色土 (7 5YR2/1)ロ ームブロックφ5～30mm多量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm多量。
炭化木片φ5～10mm微量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム土多量。あまり締まらない。
黒色土 (7 5YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm大量。
ロームプロックφ5～15mm少 量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。あまり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム粒子 ゆ1～3mm多量。
ロームプロックφ5～10mm少 量。あまり締まらない。
D'6320m

17・ 23実測図

(SK24)
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0               (1:40)              2m

SK18
1 黒色土(7 5YR2/1) ローム粒子φl～3mm多量。あまり締まらない。
2 黒色土(7 5YR2/1) 礫φ150～400mm大量。土器・挽臼・獣骨片など少量。あまり締まらない。
本遺構が陥没した後、地表面上の窪みに投棄されたものであろうか。
黒色土(7 5YR2/1) ローム粒子1～3mm少量。ロームプロツクφ5mm少量。あまり締まらない。
黒色土(10YR1 7/1)あ まり締まらない。
黒色土(7 5YR2/1) ロームプロックφ5～30mm多量。やや締まる。
黒色土(7 5YR2/1) ロームプロックφ5～40mm大量。
カ ックはつぶれて扁平しており、踏み締められたような印象がある。締まる。

黒色土(7 5YR2/1) ロームブロックφ70～ 160mm少 量。締まる。
赤褐色土(5YR4/8) ローム土がプロック状に大量に堆積する。締まる。

(1)「                     ――¬ (■ 4)

Ck■
o

第31図 SK18実測図・出土遺物
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表15 SK18出 土遺物観察表

番号 種 男」 器  種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色 調 胎  土 残存部位 出土位置
回径 器 高 底径

1 上師質土器 内耳土鍋 [300] にぶい黄褐 長 石 骨 口縁 覆土

番号 種 別 器 種
計測値 (cm、

成形等の特徴 石  材 出上位置
長 さ 幅 厚 さ 重 量

2 石製品 石  臼 (5419) 上臼。 玄武岩 覆土

3 石製品 石  臼 (3,5000) 下臼。自面の目は 6分画。 玄武岩 覆土

SK17(第 30図、 PL14・ 15)

調査区南側のP17・ P18区 に位置する。南西側をSK16に切られる。地下室の平面形は横長の不整長方形を

呈し、竪坑は南東側に短く突出する。竪坑と地下室の連結部は無段である。地下室の規模は2.40m以上、短

径1.80m、 壁 高1.60mで 、これ に幅0.55m、 長 さ1.20mの 竪坑 が付 く。竪坑 を基準 に した主軸 方位 は

N-140°  ―Eを示す。

遺物は、 1層 中から径 10～ 25cmほ どの礫64点が出上したほか、覆土中から土師器片20点、黒色土器片 1

点、須恵器片 5点が出上している。

SK18(ぢ名31図、 PL14。 15。 28)

調査区南側のQ16区 に位置する。地下室の平面形は不整方形を呈し、竪坑は南側に短く突出する。竪坑と

地下室の連結部は無段である。地下室の規模は長径2.10m、 短径2.00m、 壁高1.33mで、これに幅0,80m、

長さ0.58mの 竪坑が付く。竪坑を基準にした主軸方位はN-161° 一Eを示す。

遺物は、 2層 中から径 15～ 40cmほ どの礫593点、獣骨片などが出土したほか、覆土中から内耳土鍋 1点

(1)、 石臼 2点 (2・ 3)な どが出土している。 1は内耳土鍋の日縁部片で、日縁部は体部から「く」の字

状に屈曲して開く器形となる。外面にはススが付着する。 2・ 3は石臼である。 2は上自の小破片である。 3

は下臼で約 1/3が遺存する。臼面の目は 6分画と思われ、副清は 5本確認できる。ともに石材は玄武岩である。

ほかに用途不明の石製品片 1点、土師器片 3点が出土している。

SK23(第 30図、 PL14・ 15)

調査区南側のP17区 に位置する。北東側をSK16に切られる。地下室の平面形は横長の長方形を呈し、竪坑

は南側 に短 く突出する。竪坑 と地下室の連結部は無段である。地下室の規模は長径 1,30m以 上、短径

095m、 壁高0。 76mで、これに幅0,60m以 上、長 さ0.40mの 竪坑が付 く。竪坑 を基準 にした主軸方位は

N-161° 一Eを示す。

遺物は出土していない。

SK26(第 32図、 PL15)

調査区東側の」24区 に位置し、東側はさらに調査区外へ延びる。台地縁辺部に位置するもので、SD03・ 04

に切られる。地下室と思われる一部を検出しただけであるが、掘り込みの規模が大きいこと、壁上半がオーバ

ーハングしていることなどから地下式坑と判断した。地下室の平面形は長方形あるいは方形を呈するものと思

われ、規模は長径2.20m、 短径1.20m以 上、壁高1,30mで ある。

遺物は出土していない。

SK27(第 32図、 PL15・ 28)

調査区南側のP18区 に位置する。S101・ 03を 切る。地下室の平面形は横長の不整長方形を呈し、竪坑は南

側に短 く突出する。竪坑と地下室の連結部は無段である。地下室の規模は長径2.25m、 短径1.48m、 壁高

1.45mで 、これに幅0.52m、 長さ0.80mの 竪坑が付く。竪坑を基準にした主軸方位はN-160°  一Eを示す。

遺物は、覆土上層から馬の下顎骨と思われる骨片 (1)が出土している (写真掲載のみ )。
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SK26
1 黒色土(7 5YR2/1)表土層。
2 黒褐色土(7 5YR2/2)ロ ーム粒子φl～3mm少 量。
あまり締まらない。SD03の覆土。
3 黒褐色土(7 5YR2/2)ロ ームブロックφ5～10mm少 量。
ローム粒子φl～3mm多 量。あまり締まらない。SD03の覆土。
4 黒色土(7 5YR2/1)黒色土とローム土が互層をなす。やや締まる。
5 褐色土(7 5YR4/4)ロ ーム土多量。やや締まる。
6 黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム土多量。やや締まる。
7 黒褐色土(7 5YR2/2)や や締まる。
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世近D

近世の遺構は、土坑墓7基を検出した。

1)地下式坑

土坑墓は、調査区南側の南東寄りから7基検出した。上坑墓の平面形状は、方形 (SK03・ 04・ 19・ 20)、

円形 (SK07・ 21)、 楕円形 (SK02)の 3種類がある。いずれも底部付近から座棺で埋葬されたと考えられ

る遺存不良の人骨が出土しているほか、六道銭と見られる寛永通宝や煙管などが出土している。ほかに特殊な

出土遺物としてSK21か ら伏鉦、SK19か ら漆器などが出上している。

SK02(ぢ奉33図、 PL16・ 28)

調査区南側のV18区 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は弧状 となる。規模は、長径0.58m、 短径

0,38m、 深さ0.20mで ある。長軸方位はN-69°  一Eを 示す。本遺構の南東側には4.00m離れて、同じく土

坑墓であるSK03と SK04が 並んで位置している。これら3基の土坑墓は、いずれも谷状地形に長軸が直交す

るようなかたちで緩斜面部に構築されている。

遺物は、遺存不良の人骨のほか、煙管 1点 (1)が底部付近から出上している。 1は煙管の雁首である。火

皿補強体や肩付は付かず、脂返しの湾曲は小さい。銅製の鍛造品で、小日には竹製の羅宇 (吸管)が一部遺存

する。

SK03(`奉 33図、 PL16・ 28)

調査区南側のV19区 に位置する。平面形は方形で、断面形は箱状 となる。規模は、長径0.75m、 短径

0,75m、 深さ0.32mである。長軸方位はN-64°  一Eを示す。本遺構の南側には0.28m離れてSK04が隣接し

て位置している。

遺物は、遺存不良の人骨のほか、寛永通宝 6点 (1～ 4)、 煙管1点 (5)が底部付近から出土している。

1～ 4は銅製の寛永通宝である。4は 3枚が銹着したもので、合計で 6枚出土している。 1・ 2は古寛永、3・

4は新寛永文銭である。 5は煙管の吸口で、肩付は付かない。鋼製の鍛造品で、小日には竹製の羅宇が一部遺

存する。

SK04(ぢ窄33図、 PL16・ 28)

調査区南側のV19区 に位置する。平面形は方形で、断面形は箱状 となる。規模は、長径0.75m、 短径

0,73m、 深さ0,45mである。長軸方位はN… 62° 一Eを示す。前述したSK03と は形状・規模ともに近似する。

遺物は、遺存不良の人骨のほか、寛永通宝 6点 (1～ 6)、 煙管 1点 (7)が底部付近から出土している。

1～ 6は銅製の寛永通宝で、 1～ 3は古寛永、 4～ 6は新寛永である。 7は煙管の吸口で、肩付は付かない。

銅製の鍛造品である。

SK07(ぢ有34図、 PL17・ 29)

調査区南側のU15区 に位置する。平面形は円形で、断面形は箱状 となる。規模は、長径1.16m、 短径

1.10m、 深さ0.80mである。

遺物は、遺存不良の人骨のほか、寛永通宝10点 (1～ 10)、 煙管 2点 (11・ 12)が底部付近から出土している。

1～ 10は銅製の寛永通宝で、 1～ 8は古寛永、 9,10は 新寛永文銭である。 11・ 12は煙管である。 11は雁

首である。火皿補強体や肩付は付かず、脂返しの湾曲は小さい。 12は煙管の吸口で、肩付は付かない。銅製

の鍛造品で、小口にはそれぞれ竹製の羅宇が一部遺存する。雁首と吸口が一組出土しているが、小口径や羅宇
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SK02
1 黒褐色土 (5YR3/1)
ロームブロックφ5～10mm少 量。締まりなし。

SK03・ 04

③ け

上   に

SK03

簸飴韻 ∞域∞

鞠 ∞

姥 ∞
SK04

1

A'6130m 止 型生6130コ

B'6130m

SK03
1 黒褐色土(7 5YR3/2)
ロームブロックφ5～10mm少 量。締まりなし。
SK04
1 黒褐色土(7 5YR3/2)
ロームブロックφ lo～50mm多 量。締まりなし。

m鬱
9

性_げ司_市_下型撃壁~~____翌 軒
m(1:2)

0                (1:40)               2m

第33図 SK02・ 03・ 04実測図・出土遺物
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SK07
1 黒褐色土 (7 5YR2/2)ロ ームプロックφ lo～50mm多量。
ローム粒子φl～3mm多量。締まらない。
2 黒褐色土(7 5YR2/2)ロ ームブロックφ lo～30mm大量。
ローム粒子φl～3mm多量。締まらない。
3 黒色土(7 5YR2/1)ロ ームプロックφ5～30mm大量。
ローム粒子 φl～3mm大量。締まらない。
4 黒色土 (7 5YR2/1)ロ ームプロックφ5～20mm多量。締まらない。
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第34図 SK07・ 19実測図・出土遺物
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SK21
1 暗褐色土(10YR3/3)
ロームプロックφ10～30mm多量。締まりなし。
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坐_T_す_¬⊥堅p上阜型聖聖______聖半m(1:2)
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SK20
1 黒褐色土(7 5YR3/2)
ロームプロックφ10～50m�多量。
締まりなし。
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第35図 SK20・ 21実測図・出土遺物
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表16 SK02出 土遺物観察表

番号 種  別 器  種
雁 首 (cm ) 吸 日 (cm、 質:

成形等の特徴 出上位置
火皿径 小日径 長 さ 重量 小日径 日付径 長 さ 重量

1 鋼製品 煙  管 16 雁首。竹製羅宇が一部遺存。 覆上下層

表17 SK03出 土遺物観察表

番号 種  別 器  種
計測値 (cm、 質)

成形等の特徴 出土位置
外形 孔径 厚 さ 重量

1 銭  貨 寛永通宝 吉寛永。 覆上下層

2 銭  貨 寛永通宝 01 吉寛永。 覆上下層

3 銭  貨 寛永通宝 01 新寛永文銭。 覆上下層

銭  貨 寛永通宝 06/06 新寛永文銭。 3枚銹着。 覆上下層

番号 種 月町 器  種
雁  首 (cm、 g) 吸 口 (cm、 g)

成形等の特徴 出上位置
火皿径 小 口 径 長 さ 重量 小 口径 日付径 長 さ 重量

5 銅製品 煙  管 吸口。竹製羅宇が一部遺存。 覆土下層

表18 SK04出 土遺物観察表

番号 種 男」 器  種 計測値 (cm、 質)
成形等の特徴 出上位置

外 形 孔径 厚 さ 重量

1 銭 貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆上下層

2 銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆上下層

3 銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆上下層

4 銭  貨 寛永通宝 0 新寛永。 覆上下層

5 銭  貨 寛永通宝 0 新寛永。 覆土下層

6 銭  貨 寛永通宝 0 新寛永。 覆上下層

番号 種 男」 器  種
雁 首 (cm、 質) 吸 日 (cm、 質)

成形等の特徴 出土位置
火皿径 小日径 長 さ 重 量 小日径 日付径 長 さ 重量

銅製 品 煙  管 雁首。竹製羅宇が一部遺存。

8 銅製品 煙  管 吸口。竹製羅宇が一部遺存。 覆上下層

表19 SK07出 土遺物観察表

番号 種  別 器  種
計測値 (cm、

成形等の特徴 出上位置
外形 孔径 厚 重塁

1 銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆土下層

2 銭 貨 寛永通宝 0 37 古寛永。 覆上下層

3 銭  賀 寛永通宝 0 古寛永。 覆上下層

銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆上下層

5 銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆土下層

6 銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆土下層

銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆上下層

8 銭  貨 寛永通宝 0 古寛永。 覆上下層

9 銭  貨 寛永通宝 0 新寛永文銭。 覆上下層

銭  貨 寛永通宝 0 新寛永文銭。 覆上下層

番号 種 別 器  種 雁 首 (cm、 宮) 吸 日 (cm、 質)
成形等の特徴 出土位置

火皿径 小日径 長 さ 重量 小日径 日付径 長 さ 重量

銅製品 煙  管 12 雁首。竹製羅字が一部遺存。 覆上下層

銅製品 煙 管 吸日。竹製羅宇が一部遺存。 覆土下層

表20 SK19出 土遺物観察表

番号 種 別 器 種
計測値 (cm、 質)

成形等の特徴 出土位置
外形 孔径 厚 さ 重 景

1 銭  貨 寛永通宝 古寛永。 覆土下層

2 銭  貨 寛永通宝 新寛永文銭。 覆上下層

3 銭  貨 寛永通宝 0 新寛永。 覆上下層

4 銭  貨 寛永通宝 新寛永。 覆土下層

5 銭  貨 寛永還宝 0 37 新寛永。 覆上下層

6 銭  貨 寛永通宝 24 0 新寛永。 覆上下層

表21 SK20出 土遺物観察表

番号 種  別 器 種
雁 首 (cm、 g) 吸 日 (cm、 営:

成形等の特徴 出上位置
火皿径 小日径 長き 重量 小日径 日付径 長 さ 重量

1 銅製品 煙  管 雁首。竹製羅宇が一部遼存。 覆土下層

2 銅製品 煙  管 吸日。竹製羅宇が一部遺存。 覆土下層

番号 種 男」 器  種
計測値 (cm、 す

成形等の特徴 出土位置
長さ 幅 厚 さ 重量

3 鉄製品 釘 水片が付着。 覆上下層



表22 SK21出土遺物観察表

番号 種 別 器 種
討卿lE(Cm、 g

成形等の特徴 出土位置
外形 孔 径 厚 さ 重量

1 銭  貨 寛永通宝 新寛永文銭。 覆土下層

2 銭  貨 寛永通宝 新寛永文銭。 5枚銹着。 覆土下層

3 銭  貨 寛永通宝 27 05/06 祈寛永文銭。 6枚銹着。 覆上下層

番号 種 月」 器 種
雅  百 (Cm、 g 映 凹 Cヽm、 g′

成形等の特徴 出上位置
火皿径 小日径 長 さ 重量 小 日径 日付径 長 さ 重量

銅製品 煙 管 18 雁首。竹製羅宇が一部遺存。 覆上下層

5 銅製品 煙  管 吸日。竹製羅字が一部遺存。 覆土下層

番号 種  別 器  種 成形等の特徴 出上位置
上端径 下端径 高 さ 重量

6 銅製品 伏  鉦 3480 完形品。 覆上下層

径が異なることから別個体である可能性が考えられる。

SK19(第 34図、 PL17・ 29)

調査区南側のP22区 に位置する。平面形は方形で、断面形は箱状 となる。規模は、長径0.66m、 短径

0.66m、 深さ0.72mである。長軸方位はN-51°  ―Wを 示す。本遺構の西側には0.30m離れてSK20が 隣接

して位置している。

遺物は、遺存不良の人骨のほか、寛永通宝 6点 (1～ 6)が底部付近から出土している。 1～ 6は銅製の寛

永通宝で、 1は古寛永、 2は新寛永文銭、 3～ 6は新寛永である。ほかに漆器が 1点出土しているが、木胎は

腐朽して赤色の塗膜だけが遺存 している状況であつた。

SK20(`奉 35図、 PL17・ 29)

調査区南側のP22区 に位置する。平面形は方形で、断面形は箱状 となる。規模は、長径0,68m、 短径

0.68m、 深さ0,70mで ある。長軸方位はN-38° 一Wを示す。長軸方位は異なるが、前述したSK19と は形状・

規模ともに近似する。

遺物は、遺存不良の人骨のほか、煙管 2点 (1・ 2)、 釘 1点 (3)が底部付近から出土している。 1・ 2

は煙管である。 1は雁首である。火皿補強体や肩付は付かず、脂返しの湾曲は小さい。 2は煙管の吸日で、肩

付は付かない。銅製の鍛造品で、小日にはそれぞれ竹製の羅宇が一部遺存する。 1・ 2で一組の製品と考えら

れる。 3は鉄製の釘で、鋳造品と思われる。一部、木片が付着する。

SK21(第 35図、 PL17・ 29)

調査区南側のR21区 に位置する。平面形は円形で、断面形は箱状 となる。規模は、長径 1.04m、 短径

1.02m、 深さ0.76mである。

遺物は、遺存不良の人骨のほか、寛永通宝12点 (1～ 3)、 煙管 2点 (4・ 5)、 伏鉦 1点 (6)が底部付

近から出土している。 1～ 3は銅製の寛永通宝で、 2は 5枚、 3は 6枚が銹着しており、合計12枚出土して

いる。確認できたものは、いずれも新寛永文銭である。 4・ 5は煙管である。 4は雁首である。火皿補強体や

肩付は付かず、脂返しの湾曲は小さい。 5は煙管の吸日で、肩付は付かない。銅製の鍛造品で、吸日の小日に

はそれぞれ竹製の羅宇が一部遺存する。 4・ 5で一組の製品と考えられる。 6は伏鉦である。上面には、二重

界線を一重巡らせ、中央には鎮座区を設けている。側面には、径4mmほどの孔が穿たれた鰭状を呈する耳が

2個付いている。置いて叩く伏鉦には、もとより鉦鼓のような懸垂のための耳は不要であるが、形状的に鉦鼓

の名残を留めたものと思われる。下端部は断面直角三角形状を呈し、内側を lmmほ ど浮き上がらせて外側ヘ

斜行させる形となる。下端部の下面には断面台形状となる短い脚が 3個配される。銅製の鋳造品である。
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Eそ の 他

時期不明の遺構として、井戸 1基、粘土貼 り上坑 1基、土坑10基、竪穴状遺構 3基、溝8条がある。帰属時

期を特定できるような出土遺物がないため明確には判断できないが、覆土や遺構の位置関係などから見て、中

世あるいは近世以降の所産であろうと推測される。

1)井 戸

SE01(第 36図、 PL18)

調査区南側のU19区に位置する。谷状を呈する地下地形の谷日部にあたる場所で、当台地上で地下水を得

ようと考えた場合、もっとも有望な場所である。安全上の問題で底都までは完掘 していないが、井戸側が設置

されていたような痕跡は見 られない。平面形は円形で、断面形は箱状 となる。規模は、長径 0。 73m、 短径

0。 73m、 深さ1,10m以 上である。覆土は人為的に埋め戻されたものと考えられる。

遺物は、覆土中から拳大の円礫が数点出土している。

2)粘土貼 り土坑

SK01(ぢ奉36図、 PL18・ 29)

調査区南側のU16・ 17区 に位置し、南側はさらに調査区外へ延びる。平面形は長方形で、断面形は台形状

となる。規模は、長径1.80m以上、短径1.70m、 深さ0.68mである。長軸方位はN-24°  一Wを 示す。遺構

内には底部から側壁にかけて 4cm前後の厚さで灰色粘土を貼 り付けている。本遺構の用途や機能については

不明であるが、水槽状の形状を呈していることから水溜あるいは貯蔵庫として利用されたのではないかと推測

される。

遺物は、覆土中から拳大の円礫が数点出土したほか、内耳土鍋 1点 (1)が出土している。 1は内耳土鍋の

日縁部片である。日縁部はやや内湾し、日縁部と胴部の境には段を有する。

3)土  坑

SK06(第 36図、 PL18)

調査区南側のU16区 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は階段状となる。規模は、長径2.05m、 短径

1.15m、 深さ1.04mで ある。長軸方位はN-45°  一Wを示す。谷状地形に対 して長軸が平行するかたちで谷

底に近い斜面部に構築している。

遺物は出土していない。

SK08(第 36図、 PL18)

調査区南側のU17区 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状となる。規模は、長径1.40m、 短径

1.15m、 深さ0.53mである。長軸方位はN-57°  一Wを示す。谷状地形に対 して長軸が平行するかたちで緩

斜面部に構築している。

遺物は出土していない。

SK09(第 37図、 PL19)

調査区南西側のS10区 に位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状となる。規模は、長径1,60m、 短径

1.35m、 深さ1.06mで ある。長軸方位はN-65°  ―Wを示す。緩斜面部に構築している。
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遺物は出土していない。

SKll(第 37図、 PL19)

調査区南側のR14区 に位置する。南西側は中世の地下式坑であるSK101こ 切られ、北東側は攪乱を受けてい

る。平面形は長方形で、断面形は弧状となる。規模は、長径 1,75m以上、短径1.25m、 深さmo 28で ある。

長軸方位はN-62°  一Eを 示す。

遺物は、覆土中から不明陶器片 1点、須恵器片 2点が出土している。

SK22(第 37図、 PL19)

調査区南側のS21区 に位置する。南西側はSD021こ 切られる。平面形は楕円形で、断面形は箱状となる。規

模は、長径1.98m、 短径 162m、 深さ0.65mである。長軸方位はN-44° 一Wを示す。

遺物は出土していない。

SK24(第 37図、 PL19)

調査区南側のP18区 に位置する。南西側は中世の地下式坑であるSK17を 切る。平面形は円形で、断面形は

弧状となる。規模は、長径1.20m、 短径 110m、 深さ0。 24mで ある。

遺物は、覆土中から須恵器片 1点が出土している。

SK25(ぢ奉38図、 PL19・ 20)

調査区南側の020区に位置する。北東側は奈良 。平安時代の竪穴住居であるS105を切る。平面形は円形で、

断面形は箱状となる。規模は、長径1.82m、 短径1.60m、 深さ0,70mで ある。

遺物は出土していない。

SK29(ぢ著38図、 PL20・ 29)

調査区北側のH2区 に位置する。平面形は円形で、断面形は箱状 となる。規模 は、長径1.58m、 短径

1.56m、 深さ0.58mで ある。底面に段あり。

遺物は、覆土中から火入 1点 (1)、 括鉢 1点 (2)が出土している。 1は瀬戸の火入れで、底部から体都に

かけての破片である。高台から体部にかけて直立する筒型の器形となり、体部外面には押印文が施文される。外

面には緑釉が施され、内面は露胎となる。2は括鉢の日縁都破片である。幅2.Ocmで 1単位 7条の卸し目を持つ。

SK30(ぢ窄38図、 PL20・ 29)

調査区北側のH2区 に位置する。平面形は円形で、断面形は箱状 となる。規模 は、長径1.58m、 短径

1.44m、 深さ0.52mで ある。

遺物は、覆土中から砥石 1点 (1)、 鉄製品 1点 (2)が 出土している。 1は砥石の破片である。砥面は表

裏に確認できる。石材はホルンフェルスである。 2は用途不明の鉄製品の破片である。断面は平たい形状を呈

する。

4)竪穴状遺構

SX01(j奉 39図、 PL20・ 29)

調査区南側のU15'V15区 に位置し、南東側はさらに調査区外へ延びる。平面形は不整長方形で、断面形

は弧状となる。規模は、長径6.70m、 短径2,90m、 深さ0.42mで ある。長軸方位はN-90°  一Eを 示す。底

面は凹凸が顕著である。

遺物は、覆土中から常滑焼 1点 (1)が出土している。 1は常滑焼の片口鉢で、日縁部の破片である。ほか

に土師器片 2点、須恵器片 3点が出上している。
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SK09
1 黒褐色土 (10YR2/2)
ロームブロックφ5～ 10m�微量。締まる。
2 黒褐色土 (10YR2/2)
ローム粒子φl～3mm多量。締まる。
3 暗褐色土 (10YR3/3)
ロームブロックφ20～40mm少量。締まる。

SK22

A

A

A A'6380m

SKll
l 黒色土(10YR2/1)
ロームプロックφ5～20mm大量。やや締まりなし。

SK24

A

A                       A'6340m

SK24
1 黒色土(7 5YR2/1)ロ ームか ックφ5～20mm少量。やや締まる。
2 黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム土多量。やや締まる。
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SK22
1 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム土多量。
炭化木片φ5～10mm少 量。やや締まる。
黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム土多量。やや締まる。
褐色土(7 5YR4/4)ロ ーム土多量。やや締まる。
暗褐色土(7 5YR3/3)黄色軽石プロツクφ10～50mm多量。
円礫 φ120mm微 量。底面上に黒色土が薄く堆積する。やや締まる。
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SK25
1 明褐色土(7 5YR5/6)ロ ーム土多量。やや締まる。
2 黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム粒子φl～3mm多量。締まらない。
3 黒色土(7 5YR2/1)ロ ーム土多量。締まらない。

trll

A' 6640m

SK30

A'6630m

SK30
1 暗褐色土(10YR3/3)
ロームプロックφ10～ 150mm大量。やや締まる。

第38図 SK25・ 29・ 30実測図・出土遺物

SK29
1 黒褐色土(10YR3/2)ロ ーム粒子 φl～3mm多量。やや締まる。
2 黒色土 (10YR2/1)ロ ームブロック,5～ 40mm大量。やや締まる。
3 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームプロックφ5～20mm少量。やや締まる。
4 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子φl～3mm多量。締まる。
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表23 SK01出土遺物観察表

番号 種 別 器 種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
日径 器高 底径

1 土師質土器 内耳土鍋 口縁部と胴部の境に段を有する。 にぶい黄橙 長 石 雲 骨 日縁 覆土

表24 SK29出土遺物観察表

番号 種 別 器  種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  上 残存部位 出上位置
日径 器高 底径

l 陶 器 火  入 瀬戸産。外面 :押 印文、緑釉。内面 :露胎。 緑 長 石 礫 体～底 覆土

2 陶 器 橋 鉢 [356〕 内面 :卸 し目。 極暗赤褐 長 石 日縁 覆土

表25 SK30出土遺物観察表

番号 種 月」 器 種
計測値 (cm、 g)

成形等の特徴 石  材 出上位置
長さ 幅 厚 さ 重量

石製品 砥  石 (114) (1285) ホルンフェルス 覆土

番号 種 男U 器 種
計測値 (cm、 g)

成形等の特徴 出上位置
長 邁 幅 厚 さ 重量

鉄製品 用途不明 (903) 覆土

表26 SX01出土遺物観察表

番号 種  別 器 種
計測値 (cm)

成形 調整等の特徴 色  調 胎  土 残存部位 出上位置
日径 器高 底径

1 陶 器 片口鉢 外面 :ロ クロナデ上内面 :ロ クロナ売 にぶい赤褐 長 石 礫 日縁 覆土

SX02(第 39図、 PL20。 21)

調査区南側のV19'W19区 に位置し、東側はさらに調査区外へ延びる。平面形は不整長方形で、断面形は

弧状となる。規模は、長径4.00m、 短径 1.50m以 上、深さ0.20mである。長軸方位はN-1° 一Eを 示す。底

面は凹凸が顕著である。谷状地形に面した斜面部に構築している。

遺物は出土していない。

SX03(第 39図、 PL21)

調査区南側のR14区 に位置する。南西側は攪乱を受けている。平面形は不整長方形もしくは楕円形で、啄面

形は弧状となる。規模は、長径4.90m以上、短径2.00m、 深さ0.30mである。長軸方位はN-77° 一Eを示す。

底面は凹凸が顕著である。

遺物は出土していない。

溝は 8条検出した。溝の平面形状は、舌状台地の縁辺部を区画するように直線的に延びる一群 (SD03・

04'05・ 06・ 07)と 、「く」の字形に屈曲する一群 (SD01・ 02・ 08)の 2種類がある。

SD01(第40図、 PL21)

調査区南側のP18'P19区 に位置 し、南東側はさらに調査区外へ延びる。西側は中世の地下式坑である

SK17を切る。平面形は「く」の字状に屈曲して西から南へ延びており、断面形は弧状から漏斗状となる。規

模 は、全 長11.00m以 上、上 幅1.00～ 1.50m、 深 さ0.50mで あ る。東 西辺 を基 準 に した 中軸 方位 は

N-80°  一Eを 示し、東西辺と南北辺は111° の角度で鈍角に屈曲する。底部は若千の起伏はあるが、ほぼ水

平で特定方向への傾斜は見られない。

遺物は出土していない。

SD02(第40図、 PL21)

調査区南側のS20'21区 に位置し、両端部はさらに調査区外へ延びる。SK22を切る。平面形は「く」の字

状に屈曲して北から東へ向かつて延びており、断面形は漏斗状となる。規模は、全長13.00m以上、上幅1.40

溝5)



SD01

工 6370m 二 B' 6370m

SD01
1 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子φl～3mm少量。やや締まる。
2 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームカ ックφ5～30mm多量。やや締まる。
3 黒禍色土(10YR2/2)ロ ームプロックφ5～ lomm少 量。やや締まる。

A'6320m

SD02
1 暗褐色土(7 5YR3/3)表土層。畑耕作土。
2 黒褐色土(7 5YR3/2)黒色土多量。ローム粒子 φl～3mm少 量。締まりなし。
3 褐色土 (7 5YR4/4)ロ ームプロックφ5～10mm少 量。
黒色土プロックφ5～10mm少 量。締まりなし。
褐色土 (7 5YR4/4)KPhtt φl～3mm大量。締まりなし。
褐色土(7 5YR4/4)KP粒 子φl～3mm少量。締まりなし。

C C'6320m

0        断面図 (1:40)       2m

O       平面図 (■ 100)       5m

SD02

B B'6320m

SD01・ 02実 ,則図
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SD03・ 04・ 05 SD06 SD07

A    sD03    望ヒ6310m

」巳生6310m

C'6310m

SD05

D'6310m

SD04

SD03
1 黒褐色土(7 5YR2/2)
ロームブロックφ5～ 10mm少量。
ローム粒子φl～3mm少量。あまり締まらない。
SD04
1 黒褐色土(7 5YR2/2)
ロームプロックφ5～10mm多量。あまり締まらない。
SD05
1 黒褐色土(7 5YR2/2)
ロームプロックφ lo～30mm少量。あまり締まらない

」」生6230m

SD06
1 黒褐色土 (7 5YR2/2)
ロームプロックφ5～20mm少量。
締まらない。

A     sD07    A'6360m

p

B    SD07   工上6360m

SD07
1 黒褐色土(10YR2/2)や や締まる。
2 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子 φl～3mm多量。やや締まる。

0        断面図 (1:40)       2m

O     SD06 07平 面図 (1:100)    5m

O     SD08～ 05平面図 (1:160)    8m

SD03～ 07実測図
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C C'6640m SD08(Aセクシヨン)
1 黒色土(10YR2/1)ロ ームプロックφlo～30mm大量。やや締まる。
2 黒褐色土(10YR2/3)ロ ーム粒子φl～3mm少量。
ロームプロックゆ10～30mm少量。やや締まる。
SD08(Bセクシヨン)
1 褐色土(10YR4/4)ロ ームブロックφ lo～50mm大量。礫 ゆ50～ 150mm少 量。やや締まる。
2 黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子 φl～3mm少量。やや締まる。
3 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームブロックφ5～ 10mm多 量。やや締まる。
SD08(Cセクシヨン)
1 黒褐色土(10YR2/2)やや締まる。
2 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームブロックゅlo～30mm多量。礫 φ10～ 150mm少 量。やや締まる。
3 黒褐色土(10YR2/2)やや締まる。
4 黒褐色土(10YR2/2)ロ ームプロックφ5～ 10mm少 量。やや締まる。

0        断面図 (■ 40)

第42図  SD08実 測図

～2.00m、 深さ1.10mである。東西辺 を基準にした中軸方位はN-77°  一Eを 示 し、東西辺 と南北辺は108°

の角度で鈍角に屈曲する。底部は北から東へ向かつてわずかに傾斜している。

遺物は出土していない。

SD03(第41図、 PL22)

調査区東側のH23・ 123・ 124・ 」24区 に位置し、東側はさらに調査区外へ延びる。中世の地下式坑と思わ

れるSK26を 切る。平面形は台地縁辺部にあつて直線的に延びるもので、断面形は台形状となる。規模は、全

長27.50m以 上、上幅0.42m以上、深さ0.65mである。中軸方位はN-71°  一Eを 示す。本清の西側には、近

接してSD04と SD05が併走してヤヽる。

遺物は出上していない。

SD04(第41図、 PL22)

調査区東側の124・ 」24・ K24区 に位置し、南側はさらに調査区外へ延びる。中世の地下式坑 と思われる

SK26を 切る。平面形は直線的に延びるもので、断面形は台形状 となる。規模は、全長16.75m以 上、上幅

0.35～ 0.40m、 深さ030mで ある。中軸方位はN-69°  一Eを 示す。

遺物は出土していない。

SD05(1霜41図、 PL22)

調査区東側の」24・ K24区 に位置する。平面形は直線的に延びるもので、断面形は台形状となる。規模は、

全長8.25m、 上幅0.30～ 0.36m、 深さ0.18mで ある。中軸方位はN-71°  一Eを示す。

遺物は出土していない。



SD06(第41図、 PL22)

調査区東側のM24・ N24区 に位置し、東側はさらに調査区外へ延びる。平面形は台地縁辺部にあつて直線

的に延びるもので、断面形は弧状となる。規模は、全長9.50m以上、上幅 0。 74m、 深さ0,28mで ある。中軸

方位はN-8° 一wを 示す。

遺物は出土していない。

SD07(第41図、 PL22)

調査区北側のB16・ B17区 に位置し、北側はさらに調査区外へ延びる。平面形は台地縁辺部にあつて直線的

に延びるもので、断面形は台形状となる。規模は、全長13.50m以上、上幅0.64m以上、深さ0.45mである。

中軸方位はN-82° 一Eを 示す。

遺物は出土していない。

SD08(第42図、 PL22)

調査区北側のH2・ G2区 に位置し、北側はさらに調査区外へ延びる。平面形は「く」の字状に屈曲して西か

ら北へ向かつて延びており、断面形は台形状 となる。規模は、全長 11.75m以 上、上幅1.20～ 2.40m、 深さ

0.65mである。東西辺を基準にした中軸方位はN-72°  ―Eを 示し、東西辺と南北辺は111° の角度で鈍角に

屈曲する。底部は西から北へ向かつて傾斜しており、西側と北側との比高は0,47mで ある。

遺物は、覆土中から拳大の円礫20数点のほか、土師器片 1点が出土している。



第 4章 ま

本遺跡は、那珂川の支流である緒川の右岸河岸段丘上に立地する縄文時代早期から近世に至る複合遺跡であ

る。遺跡地の標高は62～ 67mで、調査面積は7,752∬ である。

ここでは、それぞれ時代ごとに調査の成果と問題点を述べてまとめとする。

縄文時代

縄文時代の遺構は、竪穴住居 1軒、土坑 1基、屋外炉 1基である。いずれも調査区北東側から検出した。出

土した遺物は僅かであるが、表採資料を含め、早期から前期に至る資料が得られている。

SЮ 7は平面円形を呈するもので、規模は長径4.30m、 短径4.25m、 壁高0.10mで ある。柱穴は検出できな

かつたが、床面付近から尖底土器や石鏃の未成品などが出土している。出土遺物から早期中葉の田戸下層式期

の竪穴住居と考えられる。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構は、竪穴住居 12軒、掘立柱建物 1棟を検出した。出土遺物は概 して少ないが、 8世

紀後半から9世紀にかけて営まれた集落と考えられる。調査範囲が限られているため、集落の全貌については

明らかでないが、遺跡の性格を示唆するような遺物として、墨書土器、多文字・人面墨書土器、仏鉢などが出

土している。

墨書土器は、「真岡」 (「 岡」は異体字 )、 「□女」、「因」 (異体字)な どと書かれたものが出土している。こ

のうちS106か ら出土した須恵器高台付郭の外底部に書かれた「真岡」の墨書には、唯一、朱墨が使われている。

「真岡」の文字が示す意味については不明であるが、当地には「岡原」の字名が残つていることから、地名に

かかわるものである可能性も考えられる。

県内で朱墨書土器が多数出土している遺跡 として、結城市の峯崎遺跡がある 〔松田・斉藤ほか1996〕 。方

形の柱掘形で直径30cm前後の柱痕跡を持つ掘立柱建物群の存在から官衛的な様相が、三彩陶器 (奈良三彩 )、

「□寺」「□佛申□」と書かれた墨書土器、土製螺髪などの出土遺物からは寺院的な様相が看取される遺跡で

ある。墨書土器は全部で238点 出土しており、このうち朱墨を使つたものは13点で全体の約5.5%を 占める。

ほかに朱墨が遺存する転用硯が1点 ある。峯崎遺跡の例を見る限り、黒塁と朱墨については墨書の内容や墨書

部位、出土地点などに差異は見られず、特に使い分けている様子はみとめられないが、当時、貴重品であつた

朱墨の使用が許されていたこと自体が、遺跡の性格の一端を示唆しているものと思われる。

また、特筆すべき遺物としてS108か ら多文字 。人面墨書土器が 1点出土している。土師器甕の胴部に人面

が描かれ、その左側に「□□□鳥 [  ]」 と見える多文字の墨書が確認できる。ほかにS108か らは須恵器郭

の底部に「□女」と書かれた墨書土器が 1点出上している。

多文字墨書土器は、千葉県の印熔周辺地域から多数出土しているが、出土した多文字墨書土器に書かれてい

る人名は丈部氏が圧倒的に多いことが知られており、人面の描写のあるなしに関わらず、多文字墨書土器の祭

祀には丈部氏が深く関与していることが指摘されている 〔高島2009〕。

県内での人面墨書土器の出土例として、石岡市の北の谷遺跡からは土師器甕の胴部に人面と「富 [ ]」 の

文字が墨書されものが出土しており、また、同市の前河遺跡からは土師器甕の胴部に人面二面が墨書されもの

が出土している。さらに、同市の鹿の子C遺跡からは人面墨書土器が10点 出土しているが、このうち4号連房

竪穴遺構からは人面墨書土器と共伴して「丈里」と書かれた墨書土器が出上している。このことを踏まえて、

と



久信田喜一氏は「(前略)「文里」は「丈部里」と推定できるから、墨書人面上器と丈都とが関係することは事

実と考えてよいだろう。」〔久信田1996〕 としている。

常陸大宮市内の遺跡からも丈部氏関連の遺物として、小中遺跡から「丈」と書かれた墨書土器や「文」の字

の烙印が、小野中道遺跡から「丈永私印」と陽刻された銅印や「□□里丈部里」と箆書きされた平瓦などが出

土している。また、「解」の字が記された漆紙文書が出土した源氏平遺跡からは、「□鳥取文功」・「鳥部嶋」

と箆書きされた平瓦が確認されており、丈部氏に関連した集落であると考えられている。本遺跡から出土した

多文字 。人面墨書土器にも「□□□鳥 [  ]」 の文字が見え、同じ「鳥」の字が使われている点は興味深い。

本遺跡からは、文部氏との関係を端的に示すような遺物の出土はないが、多文字・人面墨書土器などが出土

していることから、本遺跡もまた丈部氏との関連の中でとらえるべき遺跡であろうと考えられる。

中  世

中世の遺構は、地下式坑12基 を検出した。いずれも地下室は単室で、方形となるSK18を 除き、基本的に平

面形は横長の長方形を呈する。竪坑と地下室の連絡部には床面の高さが同じもの (無段)と、段差10cm前後

とわずかであるが高さが異なるもの (有段)がある。遺構の東側が調査区外にあつて全貌が把握できない

SK26を 除き、前者にはSK05・ 10・ 14。 15。 17・ 18・ 23・ 27の 8基が、後者にはSK12・ 13・ 16の 3基

が該当する。

地下式坑は、調査区東側の台地縁辺部にあるSK26を 除き、すべて調査区南側から検出しており、明らかに

偏在する傾向が見られる。地下式坑が密集するSK14(Q16区 )を 中心とするエリアからは合計 10基の地下

式坑を検出した。同エリアは谷状の地下地形を呈しており、現状ではテフラ層の上面には最厚部 (SK14付近 )

で約2mの黒色土が堆積している。地下室の天丼部が遺存しているものはないが、側壁の状況から見て、上半

～天丼部はこの黒色土中にあったものと推測される。地下式坑を構築するにあたり、あえて軟弱な地盤である

このエリアを選んでいることに強い選択性が窺える。

地下式坑の竪坑がどちらの方向を向いているかを示したのが第44図 である。調査区東側にあって竪坑が確

認できないSK26と 、唯一、例外的に反対側を向いているSK12を 除き、すべて調査区南側のほぼ中央 (S18

区付近)を指向している。

近  世

近世の遺構は、座棺を埋葬したと考えられる土坑墓 7基である。いずれも調査区南側から検出しており、前

述した調査区南側のほぼ中央を弧状に囲むようにして点在している。

本遺跡が立地する段丘面上にある現在の墓地は調査区南東側の小道沿いにある。検出した土坑墓との関係に

ついては不明であるが、現存する墓碑に刻まれた江戸時代以前の年号 (没年)を 見てみると、江戸時代中期の

享保 15年 (1730)と記されているものが最も古く、その後、末期の万延年間 (1860～ 1861)ま で断続的

に年号が確認できる。

明治28年 に作成された『字図』1)に よれば、調査区南側は「野口村大字門井字光堂」となっており、その南

西側には「堂ノ前」の字名が見える (第43図 )。 中世の地下式坑と近世の土坑墓の分布がほぼ「光堂」の字名

が示す範囲内にあること、地下式坑の出入口である竪坑の向きが「光堂」の中心部を指向していることなどか

ら、中世から近世にかけて、ここには「光堂」と呼ばれる御堂のような仏教関連施設が存在し、その周囲は墓

域として利用されていたと考えられる。

1)常陸大宮市役所御前山総合支所で所蔵している。
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――「字光堂」の範囲
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増 中世の地下式坑

■■ 近世の上坑墓

第43図  「野口村大字門井宇光堂」の範囲 (『字図』(明治28年2月調整)による)
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第44図 地下式坑の主軸方向
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また、帰属時期は不明ながら、調査区南端から丼戸を 1基 (SE01)検出した。通常、段丘面は地下水面が

低く、段丘崖の下には豊富な湧水が出ていることが多いことから、段丘面上にあえて井戸を掘ることには特別

な意図が感じられる。出土遺物もなく詳細は不明であるが、この井戸が、仏教において仏前などに供養される

水 (閥伽)を 汲むための井戸、つまり「閑伽井」である可能性も考えられよう。

なお、この 「光堂」の字名が示す範囲内には、奈良・平安時代の竪穴住居であるS102があり、仏鉢が 1点

出上している。遺構の大半が調査区外にあり、周囲の状況もわからないことから多くは言及できないが、この

エリアから古代の仏教関係遺物が出上していることは大変興味深い。
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縄文土器、石器

早期 (田戸下層式)の竪穴住
居を検出

集落跡
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(8世紀後半～
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多文字・人面墨書土器 (「□

□□鳥 [  ]」 ■人面 )、 墨

書土器 (「真岡」。「□女」・

「因」)、 仏鉢などが出土

その他 中  世 地下式坑 12基 内耳土鍋、石臼

その他 近   世 土坑墓 7基
人骨、寛永通宝、煙管、伏
鉦

その他 時期不明

井戸 1基、粘土貼り上
坑 1基、土坑 10基、
竪穴状遺構 3基、溝 8

条

要   約

本遺跡は、縄文時代から近世にかけての複合遺跡である。縄文時代では、早期の田戸下層式期の竪穴住居を 1軒

検出した。奈良・平安時代では、8世紀後半から9世紀にかけての集落を検出した。集落内からは祭芹Eに使われた
と見られる多文字・人面墨書土器などが出土しており、文部氏との関連性が想起される。中・近世では、地下式坑
と土坑墓を検出したが、いずれも調査区南側の「光堂」の字名が残る範囲内に位置している。同地区は、中世段階
から「光堂」と呼ばれる御堂を中心に墓域として利用されていた可能性がある。
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